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明
庵
栄
西
が
俊
乗
房
重
源
と
と
も
に
第
一
次
の
入
宋
か
ら
帰
国
し
た
の
は
仁
安
三
年
（
南
宋
の
乾
道
四
年
、
一
一
六
八
）
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

栄
西
に
と
っ
て
第
一
次
の
入
宋
は
僅
か
半
年
の
滞
在
で
帰
国
す
る
と
い
う
短
期
間
に
限
ら
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
不
本
意
な
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
は

認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
重
源
は
そ
の
後
も
二
度
の
入
宋
を
決
行
し
、
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
寺
と
の
間
で
堅
い
絆
を
結
ん
で
、
世
に
「
入
唐
三

度
聖
人
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
栄
西
の
場
合
は
容
易
に
再
入
宋
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
久
し
く
九
州
の
地
に
留
ま
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
第
二
次
入
宋
を
断
行
す
ま
で
実
に
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、
栄
西
は
如
何
な
る
心
情
で
歳
月
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

間
、
い
ま
だ
禅
の
嗣
承
を
受
け
て
い
な
い
栄
西
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
天
台
の
密
教
僧
と
し
て
し
か
活
動
の
場
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ

り
、
近
年
発
見
さ
れ
た
諸
史
料
に
基
づ
く
栄
西
に
関
す
る
評
価
も
密
教
僧
栄
西
と
し
て
の
立
場
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
天
台
と
密
教
に
禅
を
加

え
た
い
と
い
う
栄
西
の
発
想
は
成
就
さ
れ
な
い
ま
ま
、
歳
月
の
み
が
空
し
く
過
ぎ
て
い
っ
た
感
は
否
め
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
興
禅
護
国
論
』
巻
中
「
第
五
宗
派
血
脈
門
」
に
は
、
第
一
次
の
入
宋
か
ら
帰
国
し
て
後
に
栄
西
が
な
し
た
動
向
と
し
て
、

　
　

�

而
看
二
安
然
教
時
諍
論
一、
知
二
九
宗
名
字
一。
又
閲
二
智
証
教
相
同
異
一、
知
二
山
門
相
承
巨
細
一。
又
次
見
二
伝
教
大
師
仏
法
相
承
譜
一、
知
三
我
山
有
二
禀
承
一。
畜
念
不
レ
罷
、

経
二
二
十
年
一。
方
今
予
懐
レ
礼
二
西
天
八
塔
一。

と
い
う
記
事
が
存
し
て
い
る
。
帰
国
し
て
後
、
栄
西
は
平
安
中
期
の
天
台
宗
の
学
僧
で
あ
る
安
然
（
五
大
院
阿
闍
梨
、
阿
覚
大
師
、
八
四
一
？
─
九
一

五
？
）
の
『
教
時
諍
論
』
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
栄
西
の
こ
と
ば
と
し
て
「
九
宗
の
名
字
を
知
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
九
宗
と
は
南
都
六
宗
と
天

台
・
真
言
の
二
宗
に
禅
宗
を
加
え
た
九
つ
の
宗
派
の
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
安
然
の
『
教
時
諍
』
に
は
唐
代
に
智
矩
が
撰
し
た
禅
宗
史
書
『
宝
林

明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
第
二
次
入
宋
か
ら
天
台
山
万
年
寺
の
虚
庵
懐
敞
と
の
邂
逅
　
　

佐
　
　
藤
　
　
秀
　
　
孝　
　



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
〇
〇

伝
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
禅
宗
の
達
磨
付
法
に
つ
い
て
の
記
載
も
存
し
て
い
る（

（
（

。

　

安
然
の
記
事
に
つ
づ
い
て
『
興
禅
護
国
論
』
に
は
「
又
た
智
証
の
『
教
相
同
異
』
を
閲
し
、
山
門
相
承
の
巨
細
を
知
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
栄
西
は
ま
た
円
珍
（
遠
塵
、
智
証
大
師
、
八
一
四
─
八
九
一
）
の
『
諸
家
教
相
同
異
略
集
』
を
閲
覧
し
、
比
叡
山
に
お
け
る
「
山
門
相
承
」
に
関

す
る
多
く
の
事
柄（

（
（

に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
「
又
た
次
に
伝
教
大
師
の
『
仏
法
相
承
譜
』
を
見
て
、
我
が
山
に
禀
承
有
る
を
知
る
」
と
あ
る

か
ら
、
最
澄
（
伝
教
大
師
、
七
六
七
─
八
二
二
）
の
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
を
見
て
、
栄
西
は
比
叡
山
に
も
「
達
磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脈
譜
」

と
い
う
禅
の
相
承
が
存
し
た
事
実
を
知
っ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
そ
の
後
も
栄
西
は
久
し
く
渡
海
の
思
い
を
募
ら
せ
て
二
〇
年
の
歳
月
を
送
っ
た
が
、
な
お

イ
ン
ド
の
八
塔
を
巡
礼
し
た
い
と
い
う
強
い
志
し
は
挫
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
栄
西
は
第
一
次
の
入
宋
渡
航
よ
り

帰
国
し
て
後
、
最
澄
・
円
珍
・
安
然
ら
の
著
述
を
通
し
、
人
知
れ
ず
中
国
禅
宗
に
関
す
る
知
識
を
増
し
て
い
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当

時
、
栄
西
の
関
心
が
イ
ン
ド
の
釈
迦
牟
尼
仏
の
仏
塔
を
拝
登
し
た
い
こ
と
と
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
法
統
を
代
々
に
伝
え
て
い
る
中
国
禅
宗
の
血
脈
の
相

承
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

一
切
経
請
来
の
願
文

　

一
方
、
栄
西
の
再
入
宋
に
寄
せ
る
思
い
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
短
文
な
が
ら
『
入
唐
取
経
願
文
』
一
巻
の
撰
述
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
入
唐

取
経
願
文
』
は
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
七
月
一
五
日
に
筑
前
（
福
岡
県
）
今
津
の
登
志
山
誓
願
寺
の
日
曜
室
に
お
い
て
栄
西
自
身
が
記
述
し
た
も
の

と
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
『
霊
松
一
枝
』
巻
下
に
所
収
さ
れ
て
現
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
日
曜
室
と
は
お
そ
ら
く
誓
願
寺
内
に
存
し
た
居
室
な
い

し
書
斎
の
名
で
あ
ろ
う
か
。『
入
唐
取
経
願
文
』
の
全
文
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

入
唐
取
経
願
文
。　
　

栄
西
述
。

　
　
　
　

娑
婆
世
界
南
閻
浮
提
霊
山
東
北
外
海
孤
絶
大
日
本
国
鎮
西
太
宰
府
筑
前
州
島
県
今
津
誓
願
寺
盂
蘭
盆
一
品
経
縁
起
。

　
　

�

夫
以
、
法
之
運
独
不
レ
行
、
託
レ
人
以
流
通
乎
。
人
之
善
時
不
レ
発
、
依
レ
法
以
修
行
乎
。
所
以
或
号
レ
報
レ
恩
、
或
依
二
人
勧
一、
弘
レ
之
行
レ
之
。
于
レ
是
、
有
二
一
沙

門
一、
名
栄
西
、
生
二
備
州
一、
而
少
年
出
家
、
志
有
二
秘
密
教
一、
多
年
苦
行
。
而
去
戊
子
歳
渡
海
之
後
、
願
レ
請
二
宋
朝
之
蔵
経
一
心
尤
切
也
。
依
レ
之
、
丙
申
歳
自
二

仲
秋
一、
戊
戌
歳
至
二
仲
秋
一、
住
二
当
寺
一、
侍
二
一
切
経
渡
海
一
之
間
、
徒
然
尚
勧
進
云
、
七
月
十
五
日
、
広
大
善
根
之
日
也
。
為
二
盂
蘭
盆
善
根
一、
奉
レ
写
二
法
花
一

品
経
一、
令
三
開
講
演
説
、
報
二
七
世
四
恩
并
法
界
之
恩
一、
云
々
。
爰
当
時
大
檀
那
大
法
師
寛
智
、
心
染
二
善
根
一、
勤
有
二
功
徳
一、
早
肯
受
結
二
構
之
一。
御
荘
内
官
民



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
〇
一

同
心
尽
二
之
素
懐
一、
果
已
畢
。
当
会
日
、
龍
雲
聳
二
四
天
一、
似
二
恵
雲
含
一レ
潤
、
甘
雨
灑
二
一
池
一、
如
三
等
雨
二
法
雨
一。
朝
与
レ
暮
灑
レ
之
、
日
中
法
会
不
レ
雨
乎
。
衆

会
成
レ
市
、
聴
聞
有
レ
便
、
是
則
大
檀
那
信
力
所
レ
示
也
。
今
日
此
会
為
レ
始
、
龍
華
三
会
為
レ
終
。
而
毎
年
毎
レ
迎
二
七
月
十
五
日
一、
必
修
二
此
大
事
一。
於
戯
、
其

天
上
天
下
之
冥
衆
、
飽
二
満
一
乗
一
味
之
法
楽
一、
現
世
後
世
之
父
母
、
受
二
用
甘
露
醍
醐
之
妙
薬
一。
短
命
夭
寿
削
レ
札
、
離
苦
得
楽
改
レ
報
矣
。
今
将
二
此
功
福
一、

奉
レ
報
二
天
皇
法
皇
一、
利
二
益
自
他
法
界
一。

　
　
　
　
　

于
レ
時
治
承
二
年
太
歳
戊
戌
七
月
庚
申
十
五
日
丙
子
〈
日
曜
室
〉、
謹
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
檀
那
大
法
師
寛
智
。　

女
檀
那
仲
原
氏
太
子
。　

遍
照
金
剛
栄
西
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
の
入
宋
に
先
立
つ
一
〇
年
ほ
ど
前
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
七
月
一
五
日
（
解
夏
日
）
の
時
点
で
栄
西
は
筑
前
今
津
の

誓
願
寺
の
住
持
で
あ
っ
て
、
当
時
、
す
で
に
再
び
渡
海
し
て
宋
版
の
一
切
経
（
大
蔵
経
）
を
日
本
に
持
ち
帰
り
た
い
願
い
が
強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
戊
子
の
歳
す
な
わ
ち
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
の
第
一
次
入
宋
の
時
点
か
ら
、
栄
西
は
宋
版
の
一
切
経
を
日
本
国
内
に
請
来
し
た
い
思
い
が

強
か
っ
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
逆
を
い
え
ば
、
栄
西
は
第
一
次
の
入
宋
の
際
に
宋
版
の
一
切
経
を
日
本
に
請
来
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す

る
想
い
が
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
次
入
宋
は
わ
ず
か
半
年
の
滞
在
で
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
宋
朝
の
天
台
典
籍
を
日
本

に
持
ち
込
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
宋
版
の
一
切
経
ま
で
は
請
来
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
無
念
の
思
い
が
年
を
追
う
ご
と
に
募
り
、
こ

の
『
入
唐
取
経
願
文
』
の
誓
願
へ
と
連
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
こ
の
『
入
唐
取
経
願
文
』
に
い
う
一
切
経
請
来
と
い
う
栄
西
の
誓
願
に
積
極
的
に
同
調
す
る
大
檀
那
と
し
て
大
法
師
の
寛
智
が
お
り
、
ま

た
女
檀
那
の
仲
原
氏
太
子
の
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
た
ち
は
栄
西
の
再
入
宋
を
傍
ら
か
ら
支
援
す
る
有
力
な
外
護
の
僧
俗
で
あ
っ
た（

（
（

と

見
て
よ
い
。「
丙
申
の
仲
秋
」
か
ら
「
戊
戌
の
仲
秋
」
と
あ
る
の
は
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
八
月
一
五
日
か
ら
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
八
月
一

五
日
に
至
る
期
間
で
あ
り
、
こ
の
と
き
栄
西
は
誓
願
寺
の
住
持
と
し
て
入
宋
へ
の
思
い
が
き
わ
め
て
切
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
願
文
に
は
禅
宗
に
関
す
る
記
載
が
何
ら
存
し
て
い
な
い
の
が
気
に
掛
か
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
入
唐
取
経
願
文
」
と
い
う
表
題
で
あ

り
、
入
宋
し
て
宋
版
の
一
切
経
を
日
本
に
請
来
す
る
こ
と
を
目
的
に
著
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
栄
西
と
し
て
は
予
め
禅
宗

を
学
び
た
い
旨
を
公
に
こ
の
願
文
の
中
に
書
き
残
す
こ
と
に
は
、
い
ま
だ
躊
躇
な
り
抵
抗
が
存
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



明
庵
栄
西
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在
宋
中
の
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静
に
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い
て
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一
〇
二

叡
山
覚
阿
の
動
向

　

つ
ぎ
に
栄
西
の
第
二
次
入
宋
に
比
叡
山
の
覚
阿
（
一
一
四
一
─
？
）
が
及
ぼ
し
た
影
響
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
若
干
な
が
ら
触
れ
て
お
き
た
い
。

栄
西
が
第
一
次
の
入
宋
帰
国
を
果
た
し
て
比
叡
山
に
戻
っ
た
直
後
、
比
叡
山
に
お
い
て
覚
阿
は
海
商
か
ら
南
宋
で
禅
宗
が
盛
ん
な
こ
と
を
伝
え
聞

き
、
承
安
元
年
（
南
宋
の
乾
道
七
年
、
一
一
七
一
）
に
入
宋
し
て
い
る
。
覚
阿
は
杭
州
（
浙
江
省
）
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
に
お
い
て
臨
済
宗
楊

岐
派
の
瞎
堂
慧
遠
（
仏
海
禅
師
、
一
一
〇
三
─
一
一
七
六
）
の
も
と
で
参
禅
学
道
し
、
慧
遠
の
法
を
嗣
い
で
在
宋
す
る
こ
と
三
年
で
帰
国
し
て
い
る
。

第
一
次
の
入
宋
で
禅
を
参
学
し
た
か
っ
た
栄
西
に
と
っ
て
、
あ
た
か
も
覚
阿
は
栄
西
の
願
い
を
先
取
り
す
る
か
の
ご
と
く
中
国
禅
宗
を
日
本
に
伝
来

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
栄
西
と
し
て
は
忸
怩
た
る
想
い
が
存
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。
な
お
覚
阿
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙

稿
「
覚
阿
の
入
宋
求
法
と
帰
国
後
の
動
向
（
上
）
─
宋
朝
禅
初
伝
者
と
し
て
の
栄
光
と
挫
折
を
踏
ま
え
て
─
」
と
同
「
覚
阿
の
入
宋
求
法
と
帰
国
後

の
動
向
（
中
）
─
宋
朝
禅
初
伝
者
と
し
て
の
栄
光
と
挫
折
を
踏
ま
え
て
─
」
で
詳
し
く
論
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
同
「
覚
阿
と
宋
代
禅
宗
─
禅
宗
初
伝

者
の
栄
光
と
挫
折
─
」
に
お
い
て
も
簡
略
に
触
れ
て
お
い
た（

（
（

の
で
、
こ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

あ
た
か
も
栄
西
の
第
一
次
入
宋
と
第
二
次
入
宋
の
中
間
に
、
覚
阿
に
よ
る
中
国
禅
宗
へ
の
接
近
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
覚
阿
の
活
動
を
通
し

て
初
め
て
本
格
的
な
宋
朝
禅
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
比
叡
山
に
戻
っ
た
覚
阿
は
山
内
や
京
都
の
地
で
禅
を
鼓
吹
せ
ん
と
し
た
も

の
ら
し
く
、
覚
阿
の
活
動
は
そ
れ
な
り
に
世
間
か
ら
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
浄
土
宗
を
開
い
た
法
然
上
人
源
空
（
黒
谷
上
人
、
法
然

房
、
一
一
三
三
─
一
二
一
二
）
や
、
園
城
寺
（
三
井
寺
）
の
覚
忠
（
宇
治
僧
正
、
長
谷
前
大
僧
正
、
一
一
一
七
─
一
一
七
七
）
あ
る
い
は
高
倉
天
皇
（
諱
は
憲

仁
、
一
一
六
一
─
一
一
八
一
、
在
位
は
一
一
六
八
─
一
一
八
〇
）
な
ど
が
禅
宗
（
仏
心
宗
）
に
興
味
を
持
つ
一
役
を
覚
阿
が
担
っ
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
覚
阿
の
説
く
中
国
禅
宗
の
真
意
は
当
代
の
人
々
に
容
易
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
ら
し
く
、
や
が
て
彼
は
挫
折
し
た
か
の
ご
と
く
布

教
活
動
を
停
止
し
、
い
つ
し
か
隠
遁
し
て
消
息
を
絶
つ
に
至
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
覚
阿
の
活
動
が
途
絶
え
る
の
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
栄

西
が
再
び
入
宋
渡
航
を
決
行
し
、
や
が
て
中
国
禅
宗
の
一
派
、
臨
済
宗
黄
龍
派
を
日
本
に
将
来
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
覚
阿
が
比

叡
山
に
在
っ
て
禅
宗
を
鼓
吹
し
た
過
程
と
、
そ
の
想
い
が
結
局
の
と
こ
ろ
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
一
部
始
終
を
、
栄
西
は
遠
く
九
州
の
地
、
博

多
の
誓
願
寺
か
ら
久
し
く
静
観
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
栄
西
と
呼
応
す
る
か
の
ご
と
く
大
日
房
能
忍
（
深
法
禅
師
）
も
南
宋
の
禅
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三

宗
に
興
味
を
示
し
、
文
治
五
年
（
南
宋
の
淳
煕
一
六
年
、
一
一
八
九
）
に
は
門
人
の
練
中
と
勝
弁
を
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
へ
と
派
遣
し
、

臨
済
宗
楊
岐
派
（
大
慧
派
）
の
拙
庵
徳
光
（
東
庵
、
仏
照
禅
師
、
一
一
二
一
─
一
二
〇
三
）
の
印
記
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
栄
西
の
第
二
次
入
宋
や
能

忍
の
宋
朝
禅
へ
の
接
近
の
背
景
を
語
る
場
合
、
こ
れ
ら
に
先
立
つ
覚
阿
の
存
在
は
無
視
し
得
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

後
に
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
に
付
録
さ
れ
る
「
未
来
記
」
の
中
で
、
覚
阿
に
つ
い
て
「
愚
人
到
レ
彼
何
要
耶
」
と
批
判
し
て
い
る
の
は
興
味
深

い
指
摘
と
い
え
よ
う
。
入
宋
し
て
瞎
堂
慧
遠
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
と
し
て
帰
国
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
仏
法
を
敷
衍
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
覚
阿
に

対
し
、
栄
西
は
「
愚
人
」
と
評
し
て
斥
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

イ
ン
ド
仏
跡
へ
の
思
い
と
平
頼
盛
と
の
関
わ
り

　

一
方
、
栄
西
に
は
イ
ン
ド
（
西
天
）
に
到
っ
て
仏
教
の
根
本
で
あ
る
釈
迦
牟
尼
仏
ゆ
か
り
の
八
大
塔
処
を
巡
っ
て
罪
業
を
掃
除
し
た
い
思
い
も
強

か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
霊
松
一
枝
』
巻
下
に
所
収
さ
れ
る
『
栄
西
入
唐
縁
起
』
に
お
い
て
、

　
　

�

予
廿
八
歳
自
二
入
唐
帰
朝
一
以
来
、
無
二
他
事
一、
学
二
真
言
聖
教
一、
其
間
伺
二
蘇
悉
地
経
文
一、
求
二
滅
罪
計
一。
若
人
依
二
此
法
則
一
求
二
悉
地
一
者
、
乃
至
七
返
不
レ
得
レ

成
、
実
苦
業
重
罪
所
レ
致
也
。
若
繞
二
如
来
八
大
塔
処
一
礼
レ
之
、
即
罪
滅
、
云
云
。
還
依
二
前
儀
則
一
作
二
其
法
一、
決
定
成
就
、
云
云
。
爰
予
竊
案
、
妙
理
難
レ
極
、

現
生
不
レ
可
レ
得
レ
解
二
脱
罪
障
一。
罪
障
深
重
、
何
以
会
二
法
運
一。
不
レ
如
、
唯
求
二
西
天
八
塔
一、
必
達
二
印
度
一。

と
栄
西
自
身
が
入
唐
す
な
わ
ち
第
二
次
入
宋
お
よ
び
渡
天
に
寄
せ
る
思
い
を
綴
っ
て
い
る
。
第
一
次
の
入
宋
帰
国
を
果
し
て
よ
り
栄
西
は
真
言
密
教

の
教
え
を
修
学
し
、
そ
の
間
に
『
蘇
悉
地
経
』
の
経
文
を
閲
覧
し
、
滅
罪
の
計
を
求
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
栄
西
は
苦
業
重
罪
を
滅
除
す

る
た
め
に
は
入
宋
し
た
後
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
に
赴
い
て
釈
迦
牟
尼
仏
の
八
大
塔
処
を
巡
っ
て
そ
れ
ら
を
礼
拝
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
仏
跡
を
巡
礼
す
れ
ば

立
ち
ど
こ
ろ
に
罪
業
は
除
滅
す
る
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
点
は
『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に
お
い
て
も
、

　
　

�

西
又
跂
二
大
志
一、
欲
下
重
入
二
支
那
一
達
二
於
印
度
一
拝
二
牟
尼
八
塔
一
為
中
滅
罪
之
要
上。
於
レ
是
乎
、
門
下
侍
郎
平
頼
盛
、
与
レ
西
厚
、
聞
二
西
之
西
遊
一、
常
遏
二
行
装
一。

以
レ
故
未
レ
遑
レ
発
。
文
治
之
元
、
平
氏
凋
殛
、
侍
郎
尋
亦
卒
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
罪
業
の
消
滅
が
こ
の
当
時
の
栄
西
に
と
っ
て
久
し
く
抱
い
て
い
た
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
元
亨
釈
書
』

の
栄
西
章
に
お
い
て
も
、
栄
西
と
し
て
は
重
ね
て
入
宋
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
へ
と
赴
き
、
釈
迦
牟
尼
仏
ゆ
か
り
の
八
大
塔

処
を
礼
し
て
罪
業
を
滅
し
た
い
思
い
が
存
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
き
俗
弟
子
で
あ
っ
た
侍
郎
の
平
頼
盛
（
池
殿
、
法
名
は
重
蓮
、
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一
〇
四

一
一
三
二
─
一
一
八
六
）
が
こ
れ
を
押
し
止
め
て
お
り
、
そ
の
た
め
栄
西
は
久
し
く
再
入
宋
を
果
た
せ
ず
空
し
く
時
を
過
ご
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
平

頼
盛
は
平
清
盛
（
六
波
羅
入
道
）
の
俗
弟
で
あ
り
、
栄
西
と
は
き
わ
め
て
交
友
が
厚
か
っ
た
も
の
ら
し
く
、
彼
は
栄
西
に
と
っ
て
よ
き
理
解
者
で
あ

り
協
力
者
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
栄
西
の
入
宋
渡
天
の
志
し
を
聞
い
て
、
な
ぜ
か
こ
れ
を
押
し
止
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
文
治
元

年
（
一
一
八
五
）
に
源
平
の
争
乱
に
よ
っ
て
入
宋
は
遅
延
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
鎌
倉
方
に
下
っ
た
平
頼
盛
が
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）

六
月
二
日
に
逝
去
し
た
後
、
栄
西
は
漸
く
第
二
次
入
宋
に
向
け
て
本
格
的
な
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
次
入
宋
の
直
前
の
文
治
二
年
七
月
三
日
に
草
し
た
『
菩
提
心
論
口
決
』
の
冒
頭
に
「
濁
世
澆
末
の
法
、
凡
そ
心
に
仏
智
を
探
り
、
特
に
陵
遅

を
哀
み
て
三
国
を
訪
は
ん
と
欲
す
」
と
あ
り
、
栄
西
が
日
本
に
お
け
る
仏
法
の
衰
退
を
救
う
た
め
に
中
国
や
イ
ン
ド
へ
赴
き
た
い
と
志
向
し
て
い
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
三
国
と
は
イ
ン
ド
（
西
天
）・
中
国
（
東
土
）・
日
本
（
日
域
）
を
指
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
イ
ン
ド
と
中
国

の
意
で
用
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
『
菩
提
心
論
口
決
』
の
末
尾
に
も
「
西
域
に
趣
か
ん
と
欲
し
て
解
纜
の
期
に
曁
ぶ
」
と
も
述
べ
て
お
り（

（
（

、

イ
ン
ド
な
い
し
西
域
へ
の
渡
航
の
た
め
に
入
宋
を
企
て
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
お
い
て
は
単
に
「
又
欲
下
往
二
印
度
一

礼
中
牟
尼
八
塔
上
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
栄
西
が
「
又
た
印
度
に
往
き
て
牟
尼
の
八
塔
を
礼
せ
ん
と
欲
す
」
と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
栄
西
の
入
宋
目
的
は
単
に
南
宋
に
再
び
渡
航
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
渡
天
し
て
釈
迦
牟
尼
仏
の
八
大
塔
処
を
拝
す
る
こ
と
で
罪

業
を
除
滅
し
た
い
意
図
が
存
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
入
宋
経
験
の
存
し
た
栄
西
で
あ
れ
ば
、
年
齢
的
に
も
状
況
的
に
も
南
宋
か
ら
金
国

を
経
て
西
域
さ
ら
に
イ
ン
ド
へ
と
赴
く
こ
と
が
き
わ
め
て
大
胆
な
上
に
無
謀
な
行
動
計
画
で
あ
る
点
は
そ
れ
な
り
に
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
再
入
宋
を
果
た
さ
ん
と
す
る
栄
西
に
と
っ
て
、
渡
天
願
望
の
披
瀝
こ
そ
は
入
宋
求
法
し
て
禅
宗
を
伝
え
る
こ
と
を
前
面
に
出
さ
ず
に

済
む
最
も
妥
当
な
理
由
付
け
で
あ
っ
た
と
も
解
さ
れ
よ
う
。

第
二
次
入
宋
渡
航
の
行
程

　

平
頼
盛
が
没
し
た
翌
年
に
当
た
る
文
治
三
年
（
南
宋
の
淳
煕
一
四
年
、
一
一
八
七
）
に
至
っ
て
、
栄
西
は
漸
く
再
入
宋
を
決
行
し
て
い
る
。
今
津
の

誓
願
寺
に
在
る
こ
と
実
に
一
五
年
に
し
て
、
漸
く
巡
っ
て
き
た
入
宋
渡
航
の
機
会
で
あ
っ
た
。
文
治
三
年
の
春
正
月
に
栄
西
は
『
菩
提
心
論
口
決
』

を
著
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
す
で
に
纜
を
解
い
て
入
宋
す
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。『
栄
西
入
唐
縁
起
』
に
は
入
宋
の
過
程
に
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一
〇
五

つ
い
て
、

　
　

�
即
四
十
七
歳
、
重
令
二
渡
海
一。
其
年
文
治
三
年
丁
未
四
月
、
十
九
日
放
洋
。
同
廿
五
日
、
達
二
行
在
一。

と
栄
西
自
ら
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
栄
西
は
文
治
三
年
四
月
に
一
九
日
間
を
大
洋
上
を
漂
っ
た
後
、
四
月
二
五
日
に
漸
く
国
都
で
あ
る
杭

州
（
行
在
所
）
に
達
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
読
み
方
に
よ
れ
ば
、
四
月
一
九
日
に
博
多
を
出
て
、
七
日
後
の
四
月
二
五
日
に
杭
州
に
達

し
た
と
も
解
さ
れ
る
が
、
筑
前
の
博
多
か
ら
出
航
し
て
明
州
に
到
り
、
入
国
の
手
続
を
済
ま
せ
た
後
、
さ
ら
に
船
を
乗
り
換
え
て
杭
州
湾
を
進
ん
だ

と
す
れ
ば
、
到
底
、
わ
ず
か
足
掛
け
七
日
間
で
博
多
か
ら
杭
州
府
城
ま
で
の
間
を
す
べ
て
踏
破
す
る
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
き
わ
め
て
難
し
い
で

あ
ろ
う
。
い
ま
は
一
九
日
間
に
わ
た
っ
て
東
シ
ナ
海
を
航
海
し
た
後
、
杭
州
湾
を
進
ん
で
四
月
二
五
日
に
漸
く
行
在
所
に
到
着
し
た
と
解
し
て
お
き

た
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
巻
中
「
第
五
宗
派
血
脈
門
」
に
お
い
て
、

　
　

�

日
本
文
治
三
年
丁
未
歳
春
三
月
辞
レ
郷
、
帯
二
諸
宗
血
脈
並
西
域
方
誌
一、
至
二
宋
朝
一。

と
書
き
記
し
て
い
る
。『
興
禅
護
国
論
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
栄
西
は
文
治
三
年
の
春
三
月
に
郷
里
を
辞
し
て
宋
朝
に
赴
い
た
と
さ
れ
、
こ
の
と
き

諸
宗
の
血
脈
と
西
域
の
方
誌
を
携
帯
し
て
い
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
「
郷
を
辞
す
」
と
あ
る
の
が
故
国
日
本
を
離
れ
た
と
い

う
意
な
の
か
、
入
宋
に
際
し
て
郷
里
の
備
中
（
岡
山
県
）
を
辞
し
た
と
い
う
意
な
の
か
が
明
確
で
な
い
。
仮
に
郷
里
の
備
中
を
辞
し
た
意
で
あ
れ
ば
、

栄
西
は
再
入
宋
に
先
立
っ
て
一
旦
は
郷
里
で
あ
る
吉
備
津
に
戻
り
、
老
母
ら
と
別
れ
を
な
し
て
か
ら
博
多
に
帰
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。「
諸
宗
の

血
脈
」
と
は
栄
西
が
相
承
し
た
密
教
や
天
台
の
血
脈
の
類
い
で
あ
り
、「
西
域
の
方
誌
」
と
は
西
域
地
方
や
イ
ン
ド
の
地
歴
書
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
が
、
栄
西
が
ど
れ
ほ
ど
詳
し
い
方
誌
を
所
持
し
て
入
宋
し
得
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。『
興
禅
護
国
論
』
巻
上
「
世
人
決
疑
門
第
三
」
に
「
玄
奘

記
」
と
し
て
唐
代
の
玄
奘
（
三
藏
法
師
、
六
〇
二
─
六
六
四
）
の
『
大
唐
西
域
記
』
を
引
用
し
て
い
る
か
ら（

（
（

、
栄
西
は
第
二
次
入
宋
に
際
し
て
『
大
唐

西
域
記
』
な
ど
も
携
帯
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
栄
西
入
唐
縁
起
』
な
ど
に
い
う
夏
四
月
と
『
興
禅
護
国
論
』
に
い
う
春
三
月
の
記
事
は
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
お
そ
ら

く
栄
西
は
実
際
に
は
春
三
月
の
末
に
商
船
で
博
多
津
の
港
を
出
航
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
実
際
に
四
月
に
入
っ
て
商
船
は
大
洋
上
へ
と

乗
り
出
し
、
東
シ
ナ
海
を
一
九
日
間
漂
っ
た
挙
げ
句
に
一
旦
は
明
州
に
着
岸
し
、
さ
ら
に
船
を
乗
り
換
え
て
浅
瀬
の
杭
州
湾
を
進
ん
で
四
月
二
五
日

に
漸
く
行
在
所
で
あ
っ
た
杭
州
に
到
着
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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一
方
、『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に
よ
れ
ば
「
遂
以
二
三
年
夏
一、
重
入
二
宋
域
一、
径
趨
二
行
在
一
」
と
あ
り
、
入
宋
の
過
程
に
つ
い
て
「
遂
に
三
年

の
夏
を
以
て
重
ね
て
宋
域
に
入
り
、
径
ち
に
行
在
に
趨
く
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
後
世
の
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
お
い
て
も
「
文
治
三
年
夏
、

重
入
二
宋
境
一
」
と
あ
り
、
や
は
り
文
治
三
年
の
夏
に
重
ね
て
宋
境
に
入
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
伝
記
史
料
で
は
栄
西
が
文
治
三
年
の
夏
に
第
二

次
入
宋
を
な
し
、
宋
国
へ
と
赴
い
て
直
ち
に
行
在
所
に
達
し
た
と
解
し
て
い
る
。
夏
は
四
月
か
ら
六
月
の
間
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
も
四
月
に
入

宋
し
た
と
す
る
『
栄
西
入
唐
縁
起
』
と
大
き
く
は
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

宋
朝
へ
の
上
表
文
と
渡
天
計
画
の
断
念

　

杭
州
の
行
在
所
に
到
っ
た
栄
西
は
直
ち
に
宋
朝
の
官
僚
に
謁
し
て
渡
天
の
許
可
を
願
い
出
て
い
る
。
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
巻
中
「
第
五
宗
派

血
脈
門
」
に
お
い
て
、

　
　

�

初
到
二
行
在
臨
安
府
一、
謁
二
安
撫
侍
郎
一、
覆
二
西
乾
経
遊
之
情
一。
即
下
（
上
カ
）状
云
、
曳
二
半
影
於
崎
嶇
桟
道
一、
終
二
全
身
於
中
平
金
場
一、
云
云
。

と
自
ら
述
べ
て
い
る
。
再
入
宋
し
た
栄
西
は
直
ち
に
杭
州
臨
安
府
の
行
在
所
に
到
り
、
安
撫
侍
郎
に
謁
し
て
「
西
乾
経
遊
の
情
」
を
告
げ
た
も
の
ら

し
い
。
安
撫
侍
郎
と
は
一
方
を
鎮
撫
す
る
安
撫
使
の
こ
と
で
、
宋
代
に
は
知
府
（
府
主
）
が
こ
の
職
を
兼
ね
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
杭
州
府

主
の
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
杭
州
府
主
に
謁
し
た
栄
西
は
西
乾
す
な
わ
ち
西
方
の
イ
ン
ド
（
乾
土
）
に
赴
き
た
い
心
情
を
切
々
と
言
上
し
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
点
は
『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
で
は
簡
略
に
「
謁
二
知
府
按
撫
侍
郎
一、
表
奏
二
過
竺
之
事
一
」
と
あ
り
、
安
撫
侍
郎
に
謁
し
て
上
表
文
を

奏
し
て
天
竺
に
赴
き
た
い
旨
を
告
げ
た
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
杭
州
の
知
府
（
杭
州
府
主
）
を
勤
め
て
い
た
の
は
時
期
的
に
兵
部
侍
郎

の
韓
彦
質
（
諡
は
敏
達
）
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
（（
（

。

　

栄
西
は
杭
州
に
到
着
す
る
と
間
も
な
く
知
府
の
韓
彦
質
に
対
し
て
上
表
文
を
呈
し
、
西
域
経
由
で
イ
ン
ド
（
天
竺
）
へ
と
赴
き
た
い
旨
を
願
い
出

た
わ
け
で
あ
る
。『
興
禅
護
国
論
』
に
は
「
即
ち
状
を
下
し
て
曰
く
」
と
し
て
簡
略
に
「
半
影
を
崎
嶇
の
桟
道
に
曳
き
、
全
身
を
中
平
の
金
場
に
終

え
ん
、
と
云
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
一
文
は
「
下
状
」
が
「
上
状
」
の
誤
写
と
見
ら
れ（
（（
（

、
内
容
か
ら
し
て
も
栄
西
が
宋
朝
に
奉
っ
た

上
表
文
の
一
節
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
半
影
は
半
分
の
光
、
半
ば
陰
っ
た
日
影
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
人
生
の
半
ば
を
過
ぎ
た
栄

西
自
身
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
崎
嶇
と
は
山
道
の
険
し
い
さ
ま
、
桟
道
は
山
中
の
険
し
い
崖
な
ど
に
木
を
架
け
渡
し
て
造
っ
た
道
の
こ
と
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
に
向
か
う
経
路
の
難
所
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
平
と
は
『
釈
迦
方
志
』
巻
上
に
天
竺
を
「
天
地
之
中
平
」
と
称
し
て
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い
る
ご
と
く
、
イ
ン
ド
の
こ
と
を
指
し
て
い
る（
（（
（

。
金
場
は
金
地
す
な
わ
ち
仏
陀
の
史
蹟
の
あ
る
地
を
意
味
す
る
。
自
己
の
全
身
を
イ
ン
ド
の
仏
跡
の

も
と
で
終
え
た
い
と
い
う
栄
西
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
栄
西
は
『
栄
西
入
唐
縁
起
』
に
お
い
て
も
杭
州
（
行
在
所
）
に
到
着
し
た
際
の
行
動
と
し
て
、

　
　

�

即
奉
レ
表
曰
、
雖
レ
受
二
人
身
於
辺
地
一、
逐
電
之
志
在
二
于
中
印
度
一。
恐
賜
二
執
照
一
〈
御
判
也
〉
達
二
印
度
一。
敕
答
曰
、
西
胡
有
二
三
道
一、
其
国
皆
属
二
虜
国
一
不
レ

得
レ
通
、
給
二
案
照
一
〈
宣
也
〉。
其
時
思
二
留
山
道
一、
欲
レ
懸
二
南
海
一
之
処
、
彼
国
法
一
時
不
レ
能
レ
申
。
二
途
無
レ
由
二
于
達
一。
徒
留
二
台
嶺
一
五
年
、
一
切
経
転
読

三
返
了
。

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
直
ち
に
上
表
文
を
呈
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
栄
西
入
唐
縁
起
』
に
は
「
即
ち
表
を
奉
じ
て
曰
く
」
と
し
て
、
こ

の
と
き
栄
西
自
身
が
呈
し
た
上
表
文
の
要
約
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
を
書
き
下
せ
ば
、

　
　

�

人
身
を
辺
地
に
受
く
る
と
雖
も
、
逐
電
の
志
は
中
印
度
に
在
り
。
恐
れ
ら
く
は
執
照
〈
御
判
な
り
〉
を
賜
わ
ら
ば
、
印
度
に
達
せ
ん
。

と
な
り
、
や
は
り
こ
れ
も
上
表
文
の
ほ
ん
の
一
節
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
栄
西
が
上
奏
し
た
全
文
の
内
容
が
現
今
に
知
ら
れ
な
い
の
は
惜
し
ま
れ

る
が
、
そ
こ
に
は
辺
境
の
地
日
本
に
生
ま
れ
た
栄
西
が
如
何
に
釈
迦
牟
尼
仏
の
生
地
で
あ
る
イ
ン
ド
を
慕
っ
て
い
た
か
、
宋
朝
の
許
可
が
降
り
た
な

ら
ば
直
ち
に
イ
ン
ド
ま
で
達
し
た
い
と
い
う
切
な
る
願
い
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
渡
天
に
寄
せ
る
栄
西
の
熱
き
思
い
は
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
巻
中
「
第
五
宗
派
血
脈

門
」
に
お
い
て
、

　
　

�

然
而
不
三
敢
与
二
執
照
一、
只
与
二
案
照
一
廼
留
。
独
労
想
二
竺
天
一。
時
未
レ
有
耶
、
得
不
レ
投
レ
一
耶
。
于
レ
時
炎
宋
淳
熙
十
四
年
丁
未
歳
也
。

と
自
ら
記
し
て
い
る
。「
然
し
て
敢
え
て
執
照
を
与
え
ず
、
只
だ
案
照
を
与
え
て
廼
ち
留
め
し
む
」
と
あ
る
意
味
が
明
確
で
は
な
い
が
、
執
照
と
は

イ
ン
ド
へ
の
出
国
を
許
可
す
る
正
規
の
文
書
の
類
い
で
あ
り
、
宋
朝
と
し
て
は
執
照
を
発
給
せ
ず
、
た
だ
仮
り
の
文
書
で
あ
る
案
照
を
与
え
て
栄
西

の
出
国
を
押
し
止
め
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
と
き
栄
西
は
「
独
り
労
ら
に
竺
天
を
想
う
」
と
あ
り
、
ひ
と
り
イ
ン
ド
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
時
未
レ
有
耶
」
と
か
「
得
不
レ
投
レ
一
耶
」
と
あ
る
の
は
、
淳
煕
一
四
年
の
当
時
に
抱
い
た
無
念
の
心
情
を
後
に
書
き
残
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
字
義
が
解
し
難
い（
（（
（

。

　

一
方
、『
栄
西
入
唐
縁
起
』
に
は
「
敕
答
に
曰
く
」
と
し
て
、

　
　
西
胡
に
三
道
有
り
、
其
の
国
は
皆
な
虜
国
に
属
し
て
、
通
ず
る
こ
と
を
得
ず
、
案
照
〈
宣
な
り
〉
を
給
わ
る
こ
と
疑
わ
し
。
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と
記
さ
れ
て
お
り
、
宋
朝
か
ら
下
さ
れ
た
勅
答
の
内
容
の
一
節
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。
宋
朝
か
ら
の
勅
答
と
は
先
の
案
照
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
そ
の
内
容
は
栄
西
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
あ
っ
て
、
西
域
に
達
す
る
三
道
が
い
ず
れ
も
金
や
西
夏
な
ど
敵
国
の
領
土
と
な
っ
て
い
る
た

め
準
拠
す
る
先
例
が
な
い
と
し
、
栄
西
の
願
い
を
許
可
し
な
い
理
由
付
け
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に
よ
れ
ば

「
于
レ
時
朝
議
報
曰
、
北
蕃
強
大
、
西
域
皆
隷
、
関
塞
不
レ
通
、
何
行
之
有
」
と
あ
り
、
宋
朝
の
朝
議
の
結
果
と
し
て
「
北
蕃
強
大
に
し
て
、
西
域
皆

な
隷
し
、
関
塞
は
通
ぜ
ず
、
何
の
行
く
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
告
げ
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
も
『
元
亨
釈

書
』
の
記
事
を
受
け
、
簡
潔
に
「
時
北
虜
強
大
、
西
域
不
レ
通
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
北
蕃
・
北
虜
と
は
と
も
に
北
方
の
夷
の
意
で
あ
り
、
北

方
の
勢
力
が
強
大
で
西
域
へ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
宋
朝
は
栄
西
の
申
告
を
立
ち
ど
こ
ろ
に
却
下
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
栄
西
は
更
な
る
方
法
も
考
え
た
よ
う
で
あ
り
、『
栄
西
入
唐
縁
起
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

其
の
時
、
山
道
を
思
い
留
る
も
、
南
海
に
懸
か
ら
ん
と
欲
る
の
処
、
彼
の
国
法
に
て
、
一
つ
に
は
時
は
申
す
こ
と
能
わ
ず
、
二
つ
に
は
途
は
達
す
る
に
由
無
し
。

徒
ら
に
台
嶺
に
留
ま
る
こ
と
五
年
、
一
切
経
転
読
す
る
こ
と
三
返
し
了
わ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
陸
路
で
天
竺
に
行
く
こ
と
を
宋
朝
よ
り
却
下
さ
れ
た
栄
西
は
、
南
海
ル
ー
ト
で
の
渡
天
の
道
を
探
っ
た
も
の
ら
し
い
。
栄
西
の
『
出

家
大
綱
』
に
唐
代
の
義
浄
（
字
は
文
明
、
六
三
五
─
七
一
三
）
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
を

意
識
し
て
栄
西
は
南
海
ル
ー
ト
を
探
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
宋
朝
と
し
て
は
や
は
り
何
時
に
な
っ
た
ら
行
け
る
か
解
ら
な
い
こ
と
、
イ

ン
ド
ま
で
の
海
上
交
通
が
通
じ
て
い
る
か
否
か
も
定
か
で
な
い
こ
と
、
な
ど
を
理
由
に
却
下
し
、
栄
西
の
嘆
願
は
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
栄
西
は
あ
ま
り
の
無
念
の
思
い
か
ら
か
「
徒
ら
に
台
嶺
に
留
ま
る
こ
と
五
年
、
一
切
経
転
読
す
る
こ
と
三
返
し
了
わ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
こ
の
後
の
天
台
山
な
ど
に
お
け
る
五
年
間
の
滞
在
を
「
徒
ら
に
留
ま
る
」
と
否
定
的
に
表
現
し
、
一
切
経
を
転
読
す
る
こ
と
三
度
に
及
ん
だ
こ

と
の
み
を
書
き
残
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
入
竺
渡
天
を
前
提
と
し
た
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
の
栄
西
の
在
宋
中
の
行

動
が
す
べ
て
無
駄
で
あ
っ
た
と
い
う
意
で
は
な
か
ろ
う
。

　

で
は
、
宋
朝
か
ら
の
渡
天
却
下
の
勅
答
を
告
げ
ら
れ
た
栄
西
は
つ
い
で
如
何
な
る
行
動
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に

よ
れ
ば
、
宋
朝
の
朝
議
の
記
事
に
つ
づ
い
て
「
西
素
志
不
レ
果
、
鬱
鬱
若
レ
亡
。
舶
主
促
レ
還
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
栄
西
は
素
志
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ず
に
「
鬱
々
と
し
て
亡
ず
る
が
若
き
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
渡
天
の
誓
願
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
希
望
を
失
っ
て
茫
然
自
失
す
る
栄
西

の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
船
主
は
、
栄
西
に
日
本
に
帰
還
す
る
こ
と
を
勧
め
た
と
さ
れ
る
。「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
お
い
て
も
「
時
北
虜
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九

強
大
、
西
域
不
レ
通
、
遂
止
」
の
記
事
に
つ
づ
い
て
「
舶
主
告
レ
回
」
と
あ
り
、
や
は
り
船
主
が
帰
国
を
勧
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
栄
西
ら
を

乗
船
さ
せ
て
入
宋
し
た
船
主
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
彼
は
栄
西
の
志
し
に
同
調
し
て
協
力
を
惜
し
ま
な
い
筑
前
博
多
の

海
商
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
、
彼
は
帰
国
に
際
し
て
も
栄
西
に
便
宜
を
与
え
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

温
州
瑞
安
県
か
ら
台
州
天
台
山
へ

　

鬱
々
と
し
た
思
い
の
中
で
船
主
が
日
本
へ
の
帰
還
を
促
し
た
た
め
、
栄
西
は
や
む
な
く
日
本
に
帰
る
こ
と
を
決
断
し
た
も
の
ら
し
い
。『
元
亨
釈

書
』
の
栄
西
章
に
よ
れ
ば
「
放
洋
三
日
、
逆
風
俄
起
、
反
二
温
州
瑞
安
県
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
洋
に
放
つ
こ
と
三
日
、
逆
風
俄
に
起
こ
り
」
と

あ
る
か
ら
、
栄
西
ら
が
乗
船
し
て
い
た
船
は
大
洋
に
浮
か
ぶ
こ
と
わ
ず
か
三
日
に
し
て
、
俄
に
吹
い
た
逆
風
に
よ
っ
て
南
に
流
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
「
温
州
の
瑞
安
県
に
反
る
」
と
あ
る
か
ら
、
船
は
温
州
（
浙
江
省
）
の
瑞
安
県
に
漂
着
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
（（
（

。
こ
の
点
は
「
明
菴
西
公
禅
師
塔

銘
」
で
も
「
放
洋
三
日
、
逆
風
俄
起
、
反
至
二
温
州
瑞
安
県
一
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
明
確
な
時
期
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宋
朝
の

朝
議
に
よ
る
勅
答
が
下
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
栄
西
ら
は
杭
州
を
後
に
し
て
明
州
へ
と
戻
り
、
明
州
か
ら
日
本
に
向
け
て
大
洋
へ
と
乗
り
出
し
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
東
シ
ナ
海
に
乗
り
出
し
て
三
日
目
に
は
逆
風
に
遇
っ
て
、
船
は
明
州
沖
か
ら
南
方
に
位
置
す
る
温
州
へ
と
流
さ
れ
た
も
の

ら
し
い
。
お
そ
ら
く
時
期
的
に
は
五
月
末
か
ら
六
月
頃
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
州
の
沖
合
に
あ
る
舟
山
列
島
を
抜
け
た
直
後
、
台
風
な
ど
の
暴

風
雨
に
よ
る
逆
風
に
よ
っ
て
船
が
西
北
の
日
本
ヘ
で
は
な
く
、
逆
に
南
の
温
州
へ
と
大
幅
に
流
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

辛
う
じ
て
温
州
瑞
安
県
に
辿
り
着
い
た
栄
西
は
、
こ
こ
で
改
め
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
決
断
を
下
し
て
い
る
。『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に
よ
れ
ば
、

　
　
西
謂
、
我
未
レ
究
二
奔
馳
一、
風
濤
豈
激
レ
我
乎
。
乃
下
レ
舶
与
二
十
数
輩
一、
又
向
二
赤
城
一。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
で
「
自
謂
、
未
レ
究
二
参
訪
一、
故
風
濤
阻
レ
我
」
と
簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に

帰
る
つ
も
り
で
い
た
栄
西
は
逆
風
で
温
州
に
押
し
戻
さ
れ
た
の
を
逆
手
に
取
っ
て
好
機
と
解
釈
し
て
「
我
れ
未
だ
奔
馳
を
究
め
ず
、
風
濤
、
豈
に
我

れ
を
激
ま
す
か
」
な
い
し
「
未
だ
参
訪
を
究
め
ず
、
故
に
風
濤
、
我
れ
を
阻
む
」
と
心
に
念
じ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
改
め
て
栄
西
は
南
宋
の
地

に
留
ま
っ
て
仏
道
を
究
め
よ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
り
、
逆
境
を
自
己
に
対
す
る
戒
め
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
栄
西
と
し
て
は
こ
の
ま
ま
空

し
く
日
本
に
帰
っ
た
の
で
は
、
第
一
次
入
宋
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
何
ら
得
る
も
の
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
自
責
の
念
が
沸
き
起
こ
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
興
味
を
引
く
の
は
『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に
「
乃
ち
舶
を
下
り
て
十
数
輩
と
与
に
、
又
た
赤
城
に
向
か
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
ろ
う
。
温
州
瑞
安
県
で
船
を
下
り
た
栄
西
は
、
実
に
一
〇
数
人
の
輩
と
と
も
に
赤
城
に
向
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
と
き
栄
西

と
行
動
を
共
に
し
た
者
が
一
〇
数
人
も
い
た
と
さ
れ
る
点
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
史
実
で
あ
れ
ば
、
栄
西
は
単
独
行
動
を
な
し
た
の
で
は
な
く
、
第
二

次
入
宋
で
は
栄
西
に
付
き
従
っ
て
入
宋
し
た
日
本
人
が
か
な
り
存
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
十
数
輩
」
と
は
単
な
る
船
員
で
は
な
く
、
お

そ
ら
く
栄
西
に
随
行
し
て
日
本
か
ら
赴
い
て
い
た
僧
侶
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
道
俗
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
第
一

次
入
宋
に
際
し
て
は
栄
西
は
単
独
か
か
な
り
限
ら
れ
た
人
と
渡
航
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
第
二
次
の
再
入
宋
に
お
い
て
は
栄
西
の

志
し
に
賛
同
し
て
共
に
入
宋
し
た
人
々
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
お
そ
ら
く
彼
ら
は
渡
天
を
目
的
と
し
て
選
ば
れ
た
僧
侶
な
い
し
従
者
の
類
い
で

あ
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
か
ら
数
多
く
の
門
人
そ
の
他
を
伴
っ
て
入
宋
し
て
い
る
点
で
、
栄
西
が
如
何
に
第
二
次
入
宋
に
熱
き
思

い
を
寄
せ
て
い
た
か
が
偲
ば
れ
よ
う
。

　

こ
の
と
き
栄
西
ら
が
向
か
っ
た
赤
城
と
は
、
具
体
的
に
は
台
州
天
台
県
の
赤
城
山
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
広
く
台
州
の
地
を
指
し
て
い
る
と

解
さ
れ
よ
う（
（（
（

。
台
州
な
い
し
天
台
山
は
栄
西
に
と
っ
て
第
一
次
入
宋
の
際
に
す
で
に
訪
れ
て
い
た
名
跡
景
勝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
栄
西
は
二
〇
年
の

歳
月
を
経
て
再
び
天
台
山
に
足
を
運
び
入
れ
て
い
る
点
で
、
き
わ
め
て
感
慨
深
い
も
の
を
覚
え
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

天
台
山
の
万
年
報
恩
光
孝
寺

　

天
台
山
に
到
っ
た
栄
西
は
、
初
め
か
ら
平
田
の
万
年
山
報
恩
光
孝
禅
寺
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
と
き
に
万
年
寺
で
は
臨
済
宗
黄
龍
派
の

第
八
世
に
当
た
る
虚
庵
懐
敞
と
い
う
禅
者
が
化
導
を
敷
い
て
い
た
。
万
年
寺
は
唐
代
に
南
嶽
下
の
百
丈
懐
海
（
大
智
禅
師
、
七
四
九
─
八
一
四
）
の
法

を
嗣
い
だ
平
田
普
岸
（
七
七
〇
─
八
四
三
）
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
禅
刹
で
あ
り
、
南
宋
前
期
に
は
心
聞
曇
賁
な
ど
黄
龍
派
の
禅
者
が
拠
点
と
し
、

懐
敞
も
そ
の
流
れ
で
万
年
寺
に
住
持
し
て
お
り
、
そ
こ
に
栄
西
が
辿
り
着
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

天
台
山
万
年
寺
に
つ
い
て
は
『
嘉
定
赤
城
志
』
巻
二
八
「
寺
観
門
」
の
「
天
台
〈
禅
院
〉」
の
「
万
年
報
恩
光
孝
寺
」
の
項
に
、

　
　

�

万
年
報
恩
光
孝
寺
、
在
二
県
西
北
五
十
里
一。
唐
太
和
七
年
、
僧
普
岸
建
〈
旧
経
云
二
隋
大
業
二
年
建
一
〉。
初
晋
興
寧
中
、
僧
曇
猷
憩
レ
此
四
顧
、
八
峯
迴
抱
、
双

澗
合
レ
流
、
以
為
二
真
福
田
一
也
。
遂
経
始
焉
。
会
昌
中
廃
。
大
中
六
年
、
号
二
鎮
国
平
田
一。
梁
龍
徳
中
、
改
二
福
田
一。
国
朝
雍
熙
二
年
、
改
二
寿
昌
一。
建
中
靖
国

初
火
、
崇
寧
三
年
重
建
、
号
二
天
寧
万
年
一。
紹
興
九
年
、
改
二
報
恩
広
孝
一、
後
改
二
広
孝
一
為
二
光
孝
一。
先
レ
是
、
太
平
天
禧
中
、
累
賜
二
袾
衣
宝
蓋
及
御
袍
屐
諸
珍
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玩
一
甚
衆
、
故
有
二
親
到
堂
・
妙
蓮
閣
・
覧
衆
亭
一。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
万
年
報
恩
光
孝
寺
は
天
台
山
中
に
あ
っ
て
天
台
県
西
北
五
〇
里
に
存
し
、
一
説
に
隋
の
大
業
二
年
（
六
〇
六
）
に
創
建
さ
れ
た

と
も
言
わ
れ
る
が
、
一
般
的
に
は
唐
の
太
和
七
年
（
八
三
三
）
に
百
丈
下
の
平
田
普
岸
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
禅
寺
で
あ
る
。
普
岸
が
示
寂
し
て
後
、

会
昌
の
破
仏
を
経
て
大
中
六
年
（
八
五
二
）
に
鎮
国
平
田
寺
（
平
田
禅
院
）
と
命
名
さ
れ
、
後
梁
の
龍
徳
年
間
（
九
二
一
─
九
二
二
）
に
鎮
国
福
田
寺
と

改
め
ら
れ
て
い
る
。
北
宋
代
に
入
っ
て
雍
熙
二
年
（
九
八
五
）
に
寿
昌
寺
と
改
め
、
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
に
火
災
に
遭
い
、
崇
寧
三
年
（
一

一
〇
四
）
に
重
建
さ
れ
て
天
寧
万
年
寺
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
南
宋
代
に
入
る
と
、
紹
興
九
年
（
一
一
三
九
）
に
万
年
報
恩
広
孝
寺
と
改
め
、
ま
も
な

く
万
年
報
恩
光
孝
寺
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
宋
朝
か
ら
宝
物
を
賜
わ
る
こ
と
が
多
く
、
万
年
寺
内
に
は
親
到
堂
・
妙
蓮
閣
・
覧
衆
亭
な
ど
ゆ
か
り
の

建
物
が
存
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

万
年
寺
の
開
山
で
あ
る
百
丈
下
の
平
田
普
岸
に
つ
い
て
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
九
「
天
台
平
田
普
岸
禅
師
」
の
章
に
、

　
　

�

天
台
平
田
普
岸
禅
師
。
洪
州
人
也
。
於
二
百
丈
門
下
一
得
レ
旨
。
後
聞
二
天
台
勝
概
聖
賢
間
出
一、
思
欲
高
蹈
二
方
外
一、
遠
追
二
遐
躅
一、
乃
結
レ
茅
薙
レ
草
、
宴
二
寂
林

下
一、
日
居
月
諸
、
爲
二
四
衆
所
一レ
知
、
創
二
建
精
藍
一、
号
二
平
田
禅
院
一
焉
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
跡
が
簡
略
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
普
岸
は
洪
州
（
江
西
省
）
の
人
で
、
百
丈
懐
海
に
参
じ
て
旨
を
得
、
そ
の
後
、
天
台

山
の
勝
景
を
慕
っ
て
山
中
に
分
け
入
っ
て
平
田
禅
院
を
創
建
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

栄
西
が
入
宋
し
た
十
二
世
紀
後
半
に
万
年
寺
に
住
持
し
た
禅
者
に
つ
い
て
簡
略
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
紹
興
一
二
年
（
一
一
四
二
）
に

楊
岐
派
の
高
庵
善
悟
（
一
〇
七
四
─
一
一
三
二
）
の
法
嗣
で
あ
る
無
著
道
閑
（
？
─
一
一
四
七
）
が
万
年
寺
に
住
持
し
て
後
、
黄
龍
派
の
草
堂
善
清
（
一

〇
五
七
─
一
一
四
二
）
の
法
嗣
で
あ
る
雪
巣
法
一
（
貫
道
、
村
僧
、
一
〇
八
四
─
一
一
五
八
）
な
ど
が
化
導
を
敷
い
て
お
り
、
そ
の
後
も
曹
洞
宗
の
宏
智

正
覚
（
宏
智
禅
師
、
隰
州
古
仏
、
一
〇
九
一
─
一
一
五
七
）
の
法
嗣
で
あ
る
烏
巨
正
光
（
俗
名
は
呉
敍
、
字
は
元
常
）
や
、
黄
龍
派
の
無
示
介
諶
（
諶
鉄
面
、

一
〇
八
〇
─
一
一
四
八
）
の
法
嗣
で
あ
る
心
聞
曇
賁
、
楊
岐
派
の
此
庵
景
元
（
一
〇
九
四
─
一
一
四
六
）
の
法
嗣
で
あ
る
簡
堂
行
機
（
一
一
一
三
─
一
一
八

〇
）
な
ど
が
住
持
し
て
い
る
。
栄
西
が
第
一
次
入
宋
の
際
に
天
台
山
に
上
っ
て
万
年
寺
も
訪
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
の
当
時
に
万
年
寺
の
住
持
を
勤
め
て
い
た
の
は
曇
賁
・
正
光
・
行
機
ら
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
大
慧
派
の
晦
庵
彌
光
（
？
─
一
一
五
五
）
の
法
嗣
で
あ
る
信
庵
唯
禋
（
惟
禋
、
？
─
一
一
九
二
）
が
住
持
し
た
後
、
唯
禋
と
同
門
に
当
た
る
大

慧
派
の
混
源
曇
密
（
一
一
二
〇
─
一
一
八
八
）
が
淳
煕
一
一
年
（
一
一
八
四
）
に
万
年
寺
か
ら
杭
州
の
浄
慈
寺
に
陞
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
一
二

ほ
か
大
慧
派
の
卍
庵
道
顔
（
一
〇
九
四
─
一
一
六
四
）
の
法
嗣
で
あ
る
荷
屋
蘊
常
（
常
不
軽
）
な
ど
も
万
年
寺
に
住
持
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
栄
西

が
二
〇
年
の
歳
月
を
経
て
再
び
訪
れ
た
際
の
万
年
寺
の
住
持
こ
そ
曇
賁
の
法
孫
に
当
た
る
黄
龍
派
の
虚
庵
懐
敞
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

十
二
世
紀
の
後
半
に
は
黄
龍
派
の
心
聞
曇
賁
や
虚
庵
懐
敞
が
楊
岐
派
の
禅
者
に
伍
し
て
万
年
寺
に
化
導
を
敷
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
日

本
の
道
元
（
仏
法
房
、
一
二
〇
〇
─
一
二
五
三
）
が
万
年
寺
に
赴
く
以
前
に
住
持
し
て
い
た
宗
鑑
と
は
、
曇
賁
の
法
嗣
で
あ
る
咦
庵
宗
鑑
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、
道
元
が
万
年
寺
で
嘉
定
一
七
年
（
一
二
二
四
）
に
参
じ
た
元
鼒
は
宗
鑑
の
高
弟
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
や
は
り
黄

龍
派
に
属
す
る
禅
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

栄
西
入
宋
当
時
の
臨
済
宗
黄
龍
派

　

栄
西
が
第
一
次
と
第
二
次
の
入
宋
を
果
た
し
た
当
時
、
臨
済
宗
黄
龍
派
は
如
何
な
る
展
開
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
左
記
次
頁
に

南
宋
前
期
（
十
二
世
紀
後
半
ま
で
）
に
お
け
る
黄
龍
派
の
嗣
法
関
係
系
図
を
載
せ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
系
図
は
諸
文
献
に
載
る
黄
龍
派
の

人
々
を
整
理
し
、
私
な
り
に
作
成
し
た
黄
龍
派
の
宗
派
図
で
あ
り
、
若
干
の
推
測
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
厳
密
な
嗣
法
関
係
と
は
い
え

な
い
場
合
も
存
し
て
い
る
。
最
初
の
二
文
字
は
住
持
し
た
主
要
寺
院
名
、
つ
ぎ
の
二
字
は
道
号
（
字
）
の
類
い
、
最
後
の
二
字
は
法
諱
で
あ
る
。
た

だ
し
、
各
項
目
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
住
持
地
が
知
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
道
号
が
知
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
□
は
法
諱
の
上
字
が
判
明
し

て
い
な
い
場
合
を
意
味
し
て
い
る
。

　

栄
西
が
二
度
に
わ
た
っ
て
南
宋
に
赴
い
た
頃
、
十
二
世
紀
後
半
に
は
す
で
に
黄
龍
派
は
か
な
り
衰
退
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
か
つ
て
北
宋

代
の
後
半
す
な
わ
ち
十
一
世
紀
に
は
黄
龍
派
は
派
祖
の
黄
龍
慧
南
（
普
覚
禅
師
、
一
〇
〇
二
─
一
〇
六
九
）
と
そ
の
門
下
お
よ
び
門
流
に
よ
っ
て
隆
盛

し
て
い
た
が
、
南
宋
代
に
入
る
と
楊
岐
派
諸
系
統
の
躍
進
に
押
さ
れ
、
し
だ
い
に
人
材
を
欠
い
て
衰
微
し
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
辛
う
じ
て
十
二

世
紀
後
半
の
江
南
禅
林
に
黄
龍
派
を
維
持
し
て
い
た
の
は
、
概
ね
無
示
介
諶
（
分
諶
と
も
、
一
〇
八
〇
─
一
一
四
八
）
の
系
統
と
湛
堂
文
準
（
一
〇
六
一

─
一
一
一
五
）
の
系
統
の
両
門
流
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

無
示
介
諶
の
法
嗣
に
は
心
聞
曇
賁
と
慈
航
了
朴
が
お
り
、
曇
賁
は
台
州
（
浙
江
省
）
天
台
山
の
万
年
報
恩
光
孝
寺
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
、
黄
龍

派
の
最
後
を
飾
る
門
人
た
ち
を
多
く
育
成
し
て
い
る
。
曇
賁
の
法
嗣
に
は
天
童
山
の
雪
庵
従
瑾
（
一
一
一
七
─
一
二
〇
〇
）
や
台
州
黄
巌
県
の
瑞
巌
浄

土
禅
院
に
住
し
た
谷
庵
景
蒙
（
一
一
二
四
─
一
一
八
七
）
お
よ
び
潭
州
（
湖
南
省
）
寧
郷
県
の
大
潙
山
密
印
寺
に
住
し
た
咦
庵
宗
鑑
ら
が
存
し
て
い
る
。
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庵
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一
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
巌
宗
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
鳴
在
庵
□
賢

育
王
無
示
介
諶　
　

万
年
心
聞
曇
賁　
　

天
童
雪
庵
従
瑾　
　

天
童
虚
庵
懐
敞　
　

建
仁
明
庵
栄
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
庵
□
存　
　
　
　

覚
庵
□
勤　
　

天
台　
　

□
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筠
谷
□
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
潙
咦
庵
宗
鑑（
万
年
宗
鑑
カ
）　　
　
　

万
年　
　

元
鼐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
子
還
庵
□
淳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
巌
谷
庵
景
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　

天
童
慈
航
了
朴　
　

雪
竇
雪
林
僧
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
平　
　

□
韶

　
　
　
　
　
　
　
　

龍
華
無
住
□
本　
　
　
　

本
真
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　

華
蔵
退
庵
□
先

　
　
　
　
　
　
　
　

雪
竇
浄
巌
妙
堪

　
　
　
　
　
　
　
　

高
麗　
　

坦
然（
面
授
相
承
で
な
い
）

泐
潭
湛
堂
文
準　
　

雲
巌
典
牛
天
游　
　

径
山
塗
毒
智
策　
　
　
　

古
月
道
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
徳　
　

智
一　
　
　
　
　
　

宗
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
庵
□
印



明
庵
栄
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に
つ
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て
（
中
）（
佐
藤
）

一
一
四

天
童
山
の
従
瑾
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
こ
そ
虚
庵
懐
敞
で
あ
り
、
こ
の
人
が
再
入
宋
を
果
た
し
た
栄
西
の
本
師
と
な
っ
た
禅
者
で
あ
る
。

　

慈
航
了
朴
は
曹
洞
宗
の
宏
智
正
覚
（
宏
智
禅
師
、
隰
州
古
仏
、
一
〇
九
一
─
一
一
五
七
）
が
示
寂
し
た
後
、
明
州
（
浙
江
省
）
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
寺

に
住
す
る
こ
と
二
〇
年
に
及
び
、
そ
の
間
、
天
童
山
の
興
隆
に
多
大
な
尽
力
を
な
し
て
い
る
。
了
朴
の
法
嗣
に
は
雪
林
僧
彦
（
一
一
二
二
─
一
一
九

二
）
が
存
し
、
こ
の
人
は
明
州
府
城
の
清
凉
広
慧
寺
や
明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
寺
に
住
し
て
い
る
。
ま
た
阿
育
王
山
の
介
諶
の
法
嗣
に
高
麗
国

の
坦
然
（
大
鑑
国
師
、
？
─
一
一
五
八
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
は
入
宋
せ
ず
に
書
簡
を
阿
育
王
山
に
呈
し
、
住
持
の
介
諶
に
嗣
法
し
て
い
る

点
で
、
後
に
同
じ
阿
育
王
山
の
拙
庵
徳
光
に
書
面
の
み
で
印
可
を
受
け
た
日
本
の
大
日
房
能
忍
（
深
法
禅
師
）
の
事
跡
を
髣
髴
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

一
方
、
湛
堂
文
準
の
系
統
に
は
、
文
準
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
に
典
牛
天
游
（
天
遊
と
も
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
天
游
の
法
嗣
に
塗
毒
智
策
（
涂
毒
と

も
、
一
一
一
七
─
一
一
九
二
）
が
活
躍
し
て
い
る
。
と
く
に
智
策
は
楊
岐
派
の
大
慧
宗
杲
（
妙
喜
、
大
慧
普
覚
禅
師
、
一
〇
八
九
─
一
一
六
三
）
が
示
寂
し
て

四
半
世
紀
を
経
た
淳
煕
一
五
年
（
一
一
八
八
）
の
冬
に
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
寺
に
陞
住
し
、
多
大
な
接
化
を
な
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。

と
き
あ
た
か
も
天
童
山
に
虚
庵
懐
敞
が
栄
西
を
伴
っ
て
住
持
し
た
頃
、
径
山
に
は
智
策
が
在
っ
て
活
動
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
当
時

の
黄
龍
派
に
人
材
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
智
策
の
法
嗣
で
あ
る
古
月
道
融
は
『
叢
林
盛
事
』
を
著
し
て
黄
龍
派
の
最
後
を
飾
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
十
二
世
紀
後
半
は
い
ま
だ
黄
龍
派
が
辛
う
じ
て
宗
勢
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
明
州
・
台
州
・
杭
州
・
温
州
な
ど
浙

江
沿
岸
部
の
地
で
は
、
曹
洞
宗
と
と
も
に
楊
岐
派
に
伍
す
る
か
た
ち
で
対
峙
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
や
が
て
日
本
の
地
に
栄
西
が
黄
龍

派
を
、
道
元
が
曹
洞
宗
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
地
理
的
に
も
人
材
的
に
も
偶
然
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
大
慧
派

や
虎
丘
派
（
と
く
に
松
源
派
や
破
庵
派
）
な
ど
楊
岐
系
諸
派
の
飛
躍
的
な
躍
進
に
よ
っ
て
黄
龍
派
は
急
速
に
衰
滅
し
、
禅
宗
燈
史
上
、
十
三
世
紀
に
入

る
と
江
南
禅
林
に
そ
の
法
統
を
絶
つ
に
至
っ
て
い
る
。

本
師
虚
庵
懐
敞
の
こ
と

　

天
台
山
の
万
年
寺
に
到
っ
た
栄
西
は
、
ま
も
な
く
住
持
の
虚
庵
懐
敞
と
い
う
す
ぐ
れ
た
禅
者
と
邂
逅
す
る
機
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
中
国

で
編
纂
さ
れ
た
禅
宗
燈
史
に
は
黄
龍
派
の
虚
庵
懐
敞
の
章
は
存
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
人
の
事
跡
は
ほ
と
ん
ど
不
明
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
ず
か
に
明
末

清
初
に
編
纂
さ
れ
た
『
続
燈
正
統
』
巻
七
に
至
っ
て
「
天
童
瑾
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
「
虚
菴
敞
禅
師
〈
不
レ
列
二
章
次
一
〉」
と
あ
り
、
ま
た
「
虚
菴

敞
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
「
千
光
西
禅
師
〈
不
レ
列
二
章
次
一
〉」
と
あ
っ
て
、



明
庵
栄
西
の
在
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中
の
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静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
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一
一
五

　
　
無
示
介
諶
─
心
聞
曇
賁
─
雪
庵
従
瑾
─
虚
庵
懐
敞
─
千
光
栄
西

と
い
う
黄
龍
派
の
系
譜
が
漸
く
判
明
し
、
懐
敞
と
栄
西
の
両
者
に
つ
い
て
無
録
な
が
ら
辛
う
じ
て
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
日
本

側
か
ら
懐
敞
と
栄
西
に
関
し
て
何
ら
か
の
情
報
が
逆
輸
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
両
者
の
名
の
み
を
臨
済
正
宗
の
別
庵
性
統
が
康
煕
三
〇
年
（
一
六
九
一
）

に
著
し
た
『
続
燈
正
統
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
南
宋
の
嘉
熈
二
年
（
一
二
三
八
）
に
成
立
し
て
東
福
円
爾
が
日
本
に
請
来
し
た
軸
装
『
宗
派
図
』（
詳
し
く
は
『
禅
宗
伝
法
宗
派
図
』
と
も
）

に
は
、
黄
龍
派
の
流
れ
に
「
雪
庵
瑾
禅
師
」
の
法
嗣
と
し
て
「
覚
庵
勤
禅
師
」
と
「
天
童
敞
禅
師
」
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、「
天
童
敞
禅
師
」
の
法

嗣
と
し
て
「
千
光
西
禅
師
」
の
名
が
載
り
、
さ
ら
に
「
長
楽
朝
禅
師
」
の
名
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
懐
敞
と
同
門
に
当
た
る
覚
庵
□
勤
に

つ
い
て
は
、
他
の
史
料
に
全
く
名
が
知
ら
れ
な
い
禅
者
で
あ
り
、
法
諱
の
上
字
が
何
で
あ
る
の
か
、
何
れ
の
禅
寺
に
住
持
し
た
の
か
も
定
か
で
な
い

が
、
栄
西
に
と
っ
て
覚
庵
勤
は
法
叔
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
の
存
在
に
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
幸
い
に
日
本
で
黄
龍
派
の
龍
山
徳
見
（
真
源
大
照
禅
師
、
一
二
八
四
─
一
三
五
八
）
と
そ
の
法
嗣
の
無
等
以
倫
に
よ
っ
て
南
北
朝
後
期

に
『
黄
龍
十
世
録
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
徳
見
は
若
く
し
て
入
元
し
、
在
元
す
る
こ
と
実
に
四
五
年
に
も
及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
間
に
散
逸
し
て

い
た
黄
龍
派
の
諸
史
料
を
諸
地
に
探
し
求
め
る
こ
と
も
存
し
た
も
の
ら
し
い
。『
黄
龍
十
世
録
』
に
は
「
慶
元
府
天
童
虚
庵
懐
敞
禅
師
」
の
章
も
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
懐
敞
の
事
跡
を
可
能
な
か
ぎ
り
窺
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

懐
敞
は
郷
里
や
俗
姓
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
道
号
を
虚
庵
と
称
し
て
お
り
、
久
し
く
黄
龍
派
の
雪
庵
従
瑾
に
師
事
し
て
旨
を
得
て
い
る
。
懐
敞

に
つ
い
て
は
生
没
年
も
定
か
で
な
い
が
、
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
比
較
的
初
期
に
従
瑾
の
門
下
に
投
じ
た
も
の
と
見
て
よ
く
、
年
齢
は
お
そ
ら
く
栄

西
よ
り
若
干
な
が
ら
年
長
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
懐
敞
が
最
初
に
出
世
開
堂
し
た
の
は
江
州
（
江
西
省
）
の
廬
山
東
林
禅
寺
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

東
林
寺
で
な
し
た
開
堂
法
語
と
当
晩
小
参
の
こ
と
ば
が
現
今
に
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
天
台
の
明
上
人
の
た
め
に
拈
出
し
た
も
の
と
し
て
『
黄
龍

十
世
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
廬
山
東
林
寺
に
住
持
し
た
後
、
懐
敞
は
台
州
天
台
県
の
天
台
山
万
年
寺
に
遷
住
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
さ
ら
に
淳

煕
一
六
年
（
一
一
八
九
）
に
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
寺
へ
と
陞
住
し
て
い
る
。
天
童
山
へ
住
持
し
て
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
は
栄
西
の
事
跡
と
も

重
な
る
こ
と
か
ら
、
後
段
で
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

幸
い
『
黄
龍
十
世
録
』
の
「
慶
元
府
天
童
虚
庵
懐
敞
禅
師
」
の
章
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
懐
敞
に
関
す
る
事
跡
や
上
堂
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
慶
元
府
天
童
虚
庵
懐
敞
禅
師
、
久
依
二
雪
庵
一
得
レ
旨
。
初
住
二
台
州
万
年
一、
後
遷
二
天
童
一。
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其
住
二
江
州
東
林
一
日
、
指
二
山
門
一
云
、
七
穿
八
穴
、
百
匝
千
重
、
知
二
它
関
棙
一、
無
二
往
不
一レ
通
。

　
　
土
地
堂
。
晋
祠
豈
得
レ
無
二
霊
験
一。
纔
是
焼
香
便
見
レ
煙
。
未
レ
有
レ
你
時
先
有
レ
我
、
而
今
全
在
二
你
周
施
一。

　
　
拠
レ
室
。
踞
二
熱
鉄
床
一、
出
二
仏
身
血
一、
天
命
流
行
、
光
風
霽
月
。
更
来
二
者
裏
一
討
二
甚
椀
一。
打
教
二
你
驢
腰
骨
折
一。

　
　
拈
レ
帖
。
者
箇
是
大
閫
、
無
心
中
来
。
貧
道
無
心
中
得
、
如
二
風
吹
レ
水
自
然
成
一レ
文
。
還
有
下
不
レ
渉
二
心
思
一
底
上
麼
。
奉
煩
二
維
那
一
宣
過
。

　
　

�

拈
二
山
門
・
諸
山
両
疏
一。
右
手
挙
二
起
山
門
疏
一
云
、
一
家
有
二
好
事
一。
左
手
挙
二
起
諸
山
疏
一
云
、
引
二
得
百
家
一、
忙
忙
做
二
什
麼
一。
各
有
二
条
章
一、
且
道
、
所
レ
明

者
何
事
。
良
久
云
、
米
尽
到
レ
糠
。
奉
煩
二
首
座
・
蔵
主
一、
次
第
宣
過
。

　
　
拈
二
江
湖
疏
一。
慚
愧
江
湖
旧
大
家
、
漏
燈
盞
裏
撤
二
油
麻
一。
不
レ
知
多
少
光
明
種
、
未
レ
到
二
東
林
一
尽
爆
芽
。
何
似
二
山
中
十
様
花
一。

　
　

�

指
二
法
座
一。
此
大
法
王
位
、
豈
容
二
僭
竊
一、
有
レ
犯
無
レ
赦
。
顧
二
視
大
衆
一
云
、
你
輩
今
日
争
怪
二
得
老
僧
一。
遂
驟
歩
登
レ
座
。
問
答
不
レ
録
。
迺
曰
、
達
磨
未
レ

来
、
却
較
二
些
子
一、
達
磨
既
来
、
不
レ
勝
二
狼
藉
一。
甚
至
下
折
レ
蘆
渡
レ
江
、
少
林
冷
坐
上。
正
是
抱
二
橋
柱
一
澡
洗
、
病
在
二
放
捨
不
一レ
下
。
既
往
不
レ
咎
、
是
汝
諸
人
、

還
放
捨
得
麼
。
若
放
捨
得
下
、
即
今
便
是
達
磨
未
レ
来
時
底
時
節
。
仏
法
玄
妙
、
更
著
二
不
得
一
絲
毫
許
一。
可
レ
謂
至
化
不
レ
言
、
太
平
無
レ
象
。
豈
不
二
優
哉
游

哉
一。
或
一
向
坐
二
殺
在
者
裏
一、
却
被
二
捨
礙
一。
直
饒
超
二
出
得
無
得
境
一、
要
レ
入
二
東
林
門
一。
且
緩
緩
。
遂
拈
二
主
丈
一、
卓
一
下
云
、
野
老
不
レ
知
二
尭
舜
力
一、
鼕
鼕

打
レ
鼓
祭
二
江
神
一。

　
　

�

挙
乙
宝
公
伝
二
語
思
大
和
尚
一
云
、
一
向
目
視
二
霽
漢
一、
何
不
下
下
レ
山
化
中
度
衆
生
上
公
案
甲。
拈
云
、
宝
公
只
如
二
開
レ
口
易
一、
思
大
不
レ
覚
舌
頭
長
。
若
恁
麼
話
会
、

不
三
惟
磋
二
過
宝
公
一、
亦
乃
辜
二
負
思
大
一。
今
日
新
東
林
、
未
レ
免
下
為
二
二
大
老
一
討
中
箇
分
暁
上。
遂
卓
二
主
丈
一
云
、
清
似
二
鍾
山
八
徳
水
一、
老
如
二
南
嶽
万
年
松
一。

　
　

�

当
晩
小
参
。
諸
仏
説
レ
夢
、
諸
祖
説
レ
夢
。
後
代
児
孫
、
夢
中
説
レ
夢
。
今
日
重
来
、
与
二
雁
門
大
士
蓮
社
諸
賢
一、
一
別
幾
四
十
年
、
猶
自
天
暁
尿
レ
床
開
レ
眼
説
レ

夢
。
驀
拈
二
主
丈
一、
卓
一
下
云
、
惺
惺
著
、
惺
惺
著
。
我
此
山
中
、
春
有
二
錦
繍
谷
花
一、
夏
有
二
石
門
礀
雲
一、
秋
有
二
虎
渓
□
月
一、
冬
有
二
香
爐
峯
雪
一。
此
是
諸
仏

諸
祖
諸
賢
諸
人
者
真
現
量
証
自
証
法
門
。
非
レ
集
非
レ
常
、
遠
二
離
一
切
一。
未
審
、
新
東
林
、
還
曾
夢
見
也
未
。
又
卓
一
下
云
、
而
今
不
二
是
夢
一、
真
箇
在
二
廬
山
一。

　
　

�

挙
下
曹
山
仏
未
二
出
世
一
時
如
何
公
案
上、
拈
云
、
曹
山
口
頭
且
如
レ
此
、
不
レ
知
它
肚
裏
如
何
。
新
東
林
看
来
、
它
肚
裏
也
只
無
事
。〈
懐
敞
為
二
天
台
明
上
人
一
拈
出
〉。

　

記
事
内
容
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
懐
敞
が
天
台
山
万
年
寺
や
天
童
山
景
徳
寺
で
行
な
っ
た
上
堂
の
語
句
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
廬
山
の
東
林
寺

に
開
堂
出
世
し
た
際
に
懐
敞
が
な
し
た
入
院
の
法
語
と
当
晩
小
参
な
ど
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
懐
敞
は
自
称
と
し
て
「
新
東

林
」
を
用
い
て
い
る
。
東
林
寺
開
堂
出
世
に
際
し
て
懐
敞
は
「
指
二
山
門
一
」「
土
地
堂
」「
拠
レ
室
」「
拈
レ
帖
」「
拈
二
山
門
・
諸
山
両
疏
一
」「
拈
二
江

湖
疏
一
」「
指
二
法
座
一
」
の
順
で
拈
香
法
語
し
、
宝
誌
（
道
林
真
覚
大
師
、
四
一
八
─
五
一
四
）
と
南
嶽
慧
思
（
思
大
和
尚
、
五
一
五
─
五
七
七
）
に
関
わ
る
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七

古
則
を
取
り
上
げ
て
拈
提
を
な
し
て
い
る
。
つ
い
で
「
当
晩
小
参
」
を
な
し
て
東
林
寺
ゆ
か
り
の
廬
山
慧
遠
（
三
三
四
─
四
一
六
）
と
白
蓮
社
の
諸

賢
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
曹
洞
宗
の
曹
山
本
寂
（
元
証
大
師
、
八
四
〇
─
九
〇
一
）
の
「
仏
未
二
出
世
一
時
如
何
」
の
古
則
を
拈
提
し
て
小
参
を
終
え
て

い
る
。
末
尾
に
「
懐
敞
、
天
台
の
明
上
人
の
為
め
に
拈
出
す
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
と
き
の
入
院
法
語
と
「
当
晩
小
参
」
の
全
文
を
懐
敞
が
実
際
に

書
き
残
し
、
台
州
天
台
県
出
身
の
□
明
上
人
に
付
与
し
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う（
（（
（

。

　

お
そ
ら
く
黄
龍
派
の
龍
山
徳
見
が
実
際
に
入
元
し
て
廬
山
の
東
林
寺
に
到
っ
た
際
、
辛
う
じ
て
天
台
の
明
上
人
に
付
与
し
た
東
林
寺
開
堂
の
全
文

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
懐
敞
の
法
語
は
二
世
紀
近
く
を
展
転
と
し
た
挙
げ
句
に
徳
見
の
も
と
に
齎
さ
れ
た
貴
重
な
墨
蹟
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
徳
見
と
し
て
は
法
統
の
祖
で
あ
る
栄
西
が
在
宋
中
に
参
学
嗣
法
し
た
本
師
懐
敞
の
墨
蹟
を
求
め
得
て
帰
国
す
る
こ
と
も
入
元

し
た
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
お
そ
ら
く
徳
見
と
し
て
は
さ
ら
に
懐
敞
の
頂
相
な
ど
も
求
め
得
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
江
西
の
地
で
実

際
に
懐
敞
の
開
堂
法
語
を
求
め
得
た
徳
見
が
歓
喜
の
念
に
咽
せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

一
方
、『
黄
龍
十
世
録
』
の
「
慶
元
府
天
童
虚
庵
懐
敞
禅
師
」
の
章
に
は
冒
頭
に
、

　
　

�

虚
庵
敞
禅
師
、
黄
龍
直
下
尊
宿
、
方
授
二
受
雪
庵
一
縷
千
鈞
重
寄
一、
慨
三
法
道
衰
微
、
無
二
人
荷
負
一、
化
二
行
海
国
一、
得
二
千
光
禅
師
一、
伝
二
持
其
道
一、
帰
終
二
太

白
一、
韜
レ
名
晦
レ
徳
。
其
後
黄
龍
法
道
、
源
流
演
迤
、
宏
肆
二
於
異
方
遐
域
一。
而
此
土
独
楼
大
参
天
童
五
鳳
楼
記
、
僅
載
二
其
一
二
一、
餘
皆
諸
方
所
レ
不
レ
聞
。
龍

山
首
座
、
一
日
捧
二
出
此
紙
一、
乃
虚
庵
東
林
提
綱
仏
事
。
観
二
其
書
与
語
一、
逼
二
真
老
南
一。
長
沙
王
十
世
後
、
猶
有
下
子
孫
、
似
二
其
祖
一
者
上、
毋
乃
是
乎
。
然
虚

庵
当
時
為
二
明
上
人
一
拈
出
、
厥
後
明
無
レ
聞
。
而
此
語
若
二
精
金
美
玉
一、
湮
二
没
於
沙
石
之
中
一、
而
不
二
之
顧
一、
其
価
自
若
。
蓋
虚
庵
陰
挺
符
、
待
二
於
後
人
一、
俟

二
有
縁
一
遇
得
、
而
終
不
下
以
二
無
縁
一
而
售
上。
顧
則
其
道
雖
レ
晦
而
常
明
。
或
者
以
二
語
言
文
字
之
相
一、
不
レ
可
三
与
論
二
単
伝
直
指
之
事
一。
然
得
二
之
於
無
得
一、
伝
二

之
於
無
伝
一、
則
此
語
特
二
一
信
門
一
而
已
。
又
曰
、
偏
邦
海
国
、
固
不
レ
足
三
以
弘
持
二
其
道
一。
仏
法
猶
二
大
海
一、
愈
入
愈
深
。
遍
二
一
切
処
一、
刹
刹
塵
塵
、
無
レ
非
二

仏
事
一、
又
奚
有
二
此
彼
者
一
哉
。
況
其
国
娑
竭
羅
龍
王
所
二
窟
宅
一、
人
多
猛
利
、
有
二
大
根
器
一。
以
レ
此
覘
レ
之
、
則
何
代
無
二
千
光
一。
噫
。
南
嶽
讖
二
金
雞
一
而
得
二

馬
祖
一、
虚
庵
留
二
仏
事
一
而
遇
二
龍
山
一。
孰
謂
、
黄
龍
之
道
、
其
不
レ
得
二
伝
者
一
乎
。

　
　
　

至
治
辛
酉
、
洞
山
以
礼
、
敬
書
。

と
い
う
筠
州
（
江
西
省
）
新
昌
県
三
十
都
の
洞
山
普
利
禅
院
の
住
持
で
あ
っ
た
嗣
承
未
詳
の
大
用
以
礼
が
元
の
至
治
元
年
（
日
本
の
元
亨
元
年
、
一
三

二
一
）
に
書
し
た
序
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
大
用
以
礼
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
嗣
承
や
事
跡
な
ど
が
定
か
で
な
い
が
、
元
代
中
期
に
曹
洞
宗
の

祖
庭
で
あ
っ
た
洞
山
普
利
禅
院
に
住
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
す
ぐ
れ
た
禅
者
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
徳
見
は
「
虚
庵
東
林
提
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一
一
八

綱
仏
事
」
を
携
帯
し
て
洞
山
の
以
礼
の
も
と
を
訪
ね
、
親
し
く
序
文
と
し
て
賛
語
を
請
う
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
同
じ
く
『
黄
龍
十
世
録
』
の
「
慶
元
府
天
童
虚
庵
懐
敞
禅
師
」
の
章
に
は
末
尾
に
、

　
　

�

虚
庵
禅
師
、
黄
龍
八
世
孫
也
。
所
レ
説
法
要
、
如
三
風
行
二
水
上
一、
自
然
成
レ
文
。
千
古
之
下
、
無
レ
有
下
能
増
二
損
一
字
一
者
上、
殆
宗
門
之
弄
二
大
旗
手
一
也
。
二
百

年
前
、
此
帖
為
二
明
上
人
一
拈
出
、
二
百
年
後
、
乃
為
二
兜
率
龍
山
一
得
レ
之
。
龍
山
曰
、
此
吾
家
之
青
氈
也
、
吾
既
為
二
直
下
子
孫
一、
其
可
レ
不
下
緹
襲
而
珎
二
蔵
之
一、

以
遺
中
吾
子
孫
上
乎
。
嘗
竊
以
示
レ
余
。
且
言
、
其
光
紹
二
前
烈
之
意
一。
余
為
レ
之
撫
巻
、
太
息
曰
、
世
済
二
其
美
一、
不
レ
殞
二
其
名
一、
其
公
之
謂
乎
。
先
黄
龍
道
脈
、

絶
而
再
甦
、
断
而
復
続
、
又
当
下
自
二
龍
山
一
始
上。

　
　
　

元
統
二
年
冬
、
黄
龍
住
山
翁
宗
廓
再
拝
、
書
二
超
恵
堂
一。

と
い
う
跋
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
跋
文
は
洪
州
（
江
西
省
）
義
寧
州
仁
郷
の
黄
龍
山
崇
恩
禅
寺
（
後
の
興
化
禅
院
）
の
住
持
（
住
山
翁
）
で

あ
っ
た
宗
廓
が
寺
内
の
超
恵
堂
で
元
代
の
元
統
二
年
（
日
本
の
建
武
元
年
、
一
三
三
四
）
の
冬
に
書
し
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
懐
敞

の
開
堂
法
語
と
当
晩
小
参
は
そ
の
全
文
が
天
台
の
明
上
人
の
た
め
に
拈
出
し
た
墨
蹟
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
跋
文
に
は
二
〇
〇
年
前
と
あ
る
が
、
実
際

に
は
元
統
二
年
か
ら
遡
る
こ
と
一
五
〇
余
年
ほ
ど
前
に
懐
敞
が
揮
毫
し
た
墨
蹟
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
至
治
元
年
よ
り
以
前
に
こ
の
墨

蹟
を
入
手
す
る
こ
と
を
得
た
徳
見
は
、
早
く
に
洞
山
の
大
用
以
礼
よ
り
序
文
を
得
、
そ
の
後
も
在
元
中
に
携
帯
所
持
し
て
同
じ
洪
州
義
寧
州
仁
郷
の

龍
安
山
兜
率
禅
寺
の
住
持
と
な
り
、
帰
国
す
る
以
前
の
元
統
二
年
の
冬
に
は
黄
龍
山
の
宗
廓
の
も
と
を
訪
れ
、
宗
廓
か
ら
も
跋
文
を
得
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
宗
廓
に
つ
い
て
は
嗣
承
が
明
確
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
同
時
代
に
廬
山
東
林
寺
に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
大
慧
派

の
無
外
宗
廓
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る（

（（
（

。
無
外
宗
廓
は
大
慧
宗
杲
─
拙
庵
徳
光
─
浙
翁
如
琰
─
介
石
智
朋
─
悦
堂
祖
誾
─
無
外
宗

廓
と
次
第
し
て
お
り
、
悦
堂
祖
誾
（
通
慧
禅
師
、
一
二
三
四
─
一
三
〇
八
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
る
。

　

懐
敞
の
直
筆
史
料
を
目
の
当
た
り
に
し
た
徳
見
は
こ
れ
を
入
手
し
、
洞
山
の
以
礼
に
序
文
を
得
、
黄
龍
山
の
宗
廓
か
ら
跋
文
を
得
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
然
な
が
ら
そ
の
墨
蹟
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
『
黄
龍
十
世
録
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
、
こ
の
懐
敞
の
法

語
は
徳
見
に
よ
っ
て
日
本
国
内
に
請
来
さ
れ
、
栄
西
ゆ
か
り
の
禅
寺
に
収
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
懐
敞
の
開
堂
法
語
は
字
数
的
に
も
き

わ
め
て
長
編
の
墨
蹟
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
巻
物
の
ご
と
き
軸
装
の
か
た
ち
で
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
栄
西
門
流
の
日
本
の
黄
龍
派
の
人
々
に

と
っ
て
珍
重
す
べ
き
第
一
等
の
宝
物
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
懐
敞
の
墨
蹟
が
現
今
に
残
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
十
二
世
紀
後
半
に
揮
毫
さ
れ
た

黄
龍
派
の
中
国
禅
僧
の
墨
蹟
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
か
つ
貴
重
な
宝
物
と
成
り
得
た
は
ず
の
代
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
散
逸
は
誠
に
惜
し
ま
れ
て
な



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
一
九

ら
な
い
。万

年
寺
の
懐
敞
と
の
邂
逅

　

と
こ
ろ
で
、
虚
庵
懐
敞
が
天
台
山
の
万
年
報
恩
光
孝
禅
寺
に
住
持
し
た
の
が
何
時
な
の
か
は
明
確
で
な
い
。
わ
ず
か
に
『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
二
一

「
臨
安
府
浄
慈
混
源
曇
密
禅
師
」
の
章
に
、

　
　
乾
道
辛
卯
、
出
住
二
苕
渓
上
方
一、
次
遷
二
台
城
紫
籜
・
鴻
福
・
万
年
一。
淳
煕
甲
辰
夏
、
詔
居
二
浄
慈
一。

と
あ
る
か
ら
、
大
慧
派
の
晦
庵
彌
光
（
光
状
元
、
？
─
一
一
五
五
）
の
法
を
嗣
い
だ
混
源
曇
密
（
一
一
二
〇
─
一
一
八
八
）
が
万
年
寺
に
住
持
し
た
後
、

淳
煕
一
一
年
（
一
一
八
四
）
夏
に
詔
に
よ
っ
て
杭
州
の
浄
慈
寺
に
遷
住
し
た
と
さ
れ
る
。『
続
古
尊
宿
語
要
』
巻
五
「
混
源
密
和
尚
語
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
師
住
二
浄
慈
一、
淳
煕
十
一
年
十
二
月
初
十
日
、
恭
奉
二
聖
旨
一、
就
二
本
寺
一
開
堂
、
謝
レ
恩
畢
。
判
府
安
撫
徽
猷
度
疏
。

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
際
に
混
源
曇
密
が
浄
慈
寺
に
入
院
開
堂
し
た
の
は
淳
煕
一
一
年
の
一
二
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
こ
の
と
き
曇
密
に
疏
を
渡
し
た
判
府
安
撫
の
徽
猷
と
は
淳
煕
一
一
年
当
時
に
杭
州
府
主
で
あ
っ
た
張
枃
（
杓
と
も
、
字
は
定
叟
）
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
前
後
に
二
度
に
わ
た
っ
て
杭
州
府
主
を
勤
め
た
の
が
、
再
入
宋
し
た
直
後
の
栄
西
と
関
わ
っ
た
韓
彦
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
時

期
的
に
見
て
懐
敞
は
曇
密
の
後
席
を
継
ぐ
か
た
ち
で
、
淳
煕
一
一
年
の
夏
以
降
か
淳
煕
一
二
年
（
一
一
八
五
）
の
春
に
入
っ
て
か
ら
万
年
寺
に
住
持

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
栄
西
が
万
年
寺
の
懐
敞
の
も
と
に
投
じ
た
の
が
淳
煕
一
四
年
（
一
一
八
七
）
の
夏
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
懐
敞

が
万
年
寺
に
住
持
し
た
の
は
そ
れ
よ
り
二
年
ほ
ど
以
前
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
懐
敞
は
万
年
寺
に
住
持
す
る
ま
で
廬
山
の

東
林
寺
で
化
導
を
敷
い
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
と
き
の
開
堂
法
語
が
先
に
示
し
た
内
容
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に
よ
れ
ば
、
栄
西
が
万
年
寺
の
懐
敞
の
も
と
に
参
じ
た
と
き
に
交
わ
し
た
最
初
の
問
答
と
し
て
、

　
　

�

時
虚
菴
敞
禅
師
、
住
二
万
年
寺
一、
黄
龍
八
世
之
嫡
孫
也
。（
中
略
）
直
至
二
虚
菴
一。
菴
問
曰
、
伝
聞
、
日
本
密
教
甚
盛
。
端
倪
宗
趣
、
一
句
如
何
。
対
曰
、
初
発

心
時
、
即
成
二
正
覚
一。
不
レ
動
二
生
死
一、
而
至
二
涅
槃
一。
菴
慰
誘
曰
、
如
二
子
言
一、
与
二
我
宗
一
一
般
。
西
自
レ
此
尽
レ
心
鑽
仰
、
親
灸
者
数
歳
。

と
い
う
機
縁
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
懐
敞
と
栄
西
と
の
や
り
取
り
を
伝
え
る
貴
重
な
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
き
下
し
を
載
せ
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

�

時
に
虚
菴
敞
禅
師
、
万
年
寺
に
住
す
、
黄
龍
八
世
の
嫡
孫
な
り
。（
中
略
）
直
に
虚
菴
に
至
る
。
菴
問
う
て
曰
く
、「
伝
え
聞
く
に
、
日
本
の
密
教
は
甚
だ
盛
ん



明
庵
栄
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の
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中
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一
二
〇

な
り
と
。
端
倪
の
宗
趣
、
一
句
は
如
何
ん
」
と
。
対
え
て
曰
く
、「
初
め
て
発
心
す
る
時
、
即
ち
正
覚
を
成
ず
。
生
死
に
動
ぜ
ず
し
て
、
涅
槃
に
至
る
」
と
。

菴
、
慰
誘
し
て
曰
く
、「
子
が
言
の
如
く
ば
、
我
が
宗
と
一
般
な
り
」
と
。
西
、
此
れ
よ
り
心
を
尽
く
し
て
鑽
仰
し
、
親
灸
す
る
こ
と
数
歳
な
り
。

　

栄
西
は
温
州
瑞
安
県
か
ら
直
ち
に
天
台
山
に
赴
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
年
寺
の
懐
敞
に
参
じ
た
の
は
入
宋
し
て
ま
も
な
い
時
期
で
あ
っ
て
、
お

そ
ら
く
淳
煕
一
四
年
の
五
月
か
六
月
の
頃
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
万
年
寺
に
掛
搭
し
た
栄
西
は
直
ち
に
住
持
の
懐
敞
と
相
見
す
る
機
会

を
得
た
も
の
ら
し
く
、
こ
れ
よ
り
栄
西
の
本
格
的
な
参
禅
修
行
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
問
答
よ
り
先
に
栄
西
は
日
本
で
の
研

鑽
か
ら
第
二
次
入
宋
の
こ
と
、
渡
天
計
画
を
断
念
し
た
経
緯
、
破
船
か
ら
天
台
山
拝
登
に
至
る
過
程
な
ど
に
つ
い
て
懐
敞
に
詳
し
く
申
し
述
べ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
に
つ
づ
く
問
答
が
『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
に
載
る
両
者
の
や
り
取
り
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。『
元
亨
釈
書
』
よ
れ
ば
、
懐
敞
は
門
下

に
到
っ
た
栄
西
に
対
し
て
日
本
の
密
教
の
こ
と
を
問
い
質
し
て
お
り
、
こ
の
と
き
懐
敞
の
方
か
ら
栄
西
に
対
し
て
「
伝
え
聞
く
に
、
日
本
の
密
教
は

甚
だ
盛
ん
な
り
と
。
端
倪
の
宗
趣
、
一
句
は
如
何
ん
」
と
質
問
が
下
さ
れ
た
と
し
、
日
本
の
密
教
に
関
し
て
端
的
の
一
句
を
示
す
よ
う
に
求
め
て
い

る
。
こ
こ
に
い
う
端
倪
の
宗
趣
と
は
密
教
の
端
的
な
教
え
の
こ
と
で
あ
り
、
懐
敞
と
し
て
は
密
教
の
ぎ
り
ぎ
り
の
一
句
を
栄
西
に
語
ら
せ
よ
う
と
し

た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
栄
西
は
「
初
発
心
時
、
便
成
二
正
覚
一
」
と
「
不
レ
動
二
生
死
一、
而
至
二
涅
槃
一
」
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
密
教

の
道
理
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
答
え
に
満
足
し
た
懐
敞
は
「
子
が
言
の
如
く
ば
、
我
が
宗
と
一
般
な
り
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
、
日
本
の
密
教
と
南
宋

の
禅
宗
が
一
致
し
て
い
る
旨
を
認
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
菩
提
心
を
発
し
た
当
体
が
そ
の
ま
ま
悟
り
の
境
地
で
あ
り
、
生
死
の
迷
い
を

抜
き
に
し
て
涅
槃
の
悟
り
が
存
し
な
い
こ
と
、
煩
悩
即
菩
提
の
要
諦
な
り
密
教
の
即
身
成
仏
の
道
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
か
ら
す
る

と
、
栄
西
が
万
年
寺
を
訪
れ
た
直
後
の
問
答
と
見
ら
れ
、
密
禅
一
致
の
道
理
を
知
っ
た
こ
と
で
、
栄
西
と
し
て
は
懐
敞
に
心
底
に
随
侍
す
る
決
心
が

着
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
天
台
と
密
教
に
禅
を
含
め
た
い
と
い
う
栄
西
の
願
い
は
懐
敞
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
よ
り
栄
西
は
心
を
尽
く
し
て
懐
敞
を
鑽
仰
し
、
数
年
間
に
わ
た
っ
て
万
年
寺
に
随
侍
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に

お
い
て
も
、

　
　

�

乃
別
二
商
主
一、
直
往
二
天
台
万
年
寺
一、
謁
二
虚
菴
一。
曰
、
伝
聞
、
日
本
密
教
盛
行
。
逕
捷
二
旨
趣
一
如
何
。
対
曰
、
初
発
心
時
、
便
成
二
正
覚
一、
不
レ
動
二
生
死
一、
而

証
二
涅
槃
一。
菴
曰
、
如
二
子
之
言
一、
与
二
我
宗
一
無
レ
異
。
一
語
投
機
、
群
疑
頓
釈
。
親
灸
数
載
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
『
元
亨
釈
書
』
と
同
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
点
は
栄
西
が
示
寂
し
て
半
世
紀
近
く
を
経
た
文
応
元
年
（
一
二



明
庵
栄
西
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中
）（
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一
二
一

六
〇
）
三
月
九
日
に
記
さ
れ
た
『
菩
提
心
論
口
決
』
の
奥
書
に
お
い
て
も
、

　
　

�
于
レ
時
栄
西
入
レ
唐
畢
。
召
於
二
大
唐
一、
尋
二
師
於
諸
方
一、
無
レ
有
二
其
人
一。
唯
所
レ
興
禅
宗
也
。
仍
伝
二
禅
門
一。
又
唐
禅
師
問
二
秘
教
義
理
一。
栄
西
随
レ
問
答
レ
之
。
禅

師
随
喜
而
可
レ
受
二
潅
頂
法
一、
云
々
。
仍
栄
西
製
二
潅
頂
式
一、
授
二
唐
禅
師
一、
云
々
。〈
其
日
僧
正
委
記
有
レ
之
〉。
帰
朝
之
後
、
喜
好
以
二
件
印
証
一、
終
授
二
栄
西
一
畢
。

と
い
う
興
味
深
い
記
載
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
と
く
に
後
半
の
部
分
を
書
き
下
せ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
　

�

又
た
唐
の
禅
師
、
秘
教
の
義
理
を
問
う
。
栄
西
、
問
い
に
随
い
て
之
れ
を
答
う
。
禅
師
、
随
喜
し
て
「
潅
頂
の
法
を
受
く
べ
し
」
と
、
云
々
。
仍
り
て
栄
西
、

潅
頂
の
式
を
製
し
て
唐
の
禅
師
に
授
く
と
、
云
々
。〈
其
の
日
の
僧
正
の
委
記
、
之
れ
有
り
〉。

　

唐
の
禅
師
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
万
年
寺
の
懐
敞
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
の
栄
西
と
懐
敞
と
の
問
答
を
要
約
し
た
内
容
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
興
味
深
い
の
は
時
期
こ
そ
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
懐
敞
が
栄
西
に
就
い
て
密
教
の
灌
頂
の
儀
式
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
「
其
の
日
の
僧
正
の
委
記
、
之
れ
在
り
」
と
い
う
注
記
が
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
の
懐
敞
と
の
や
り
取
り
や
灌
頂
の
儀

式
に
つ
い
て
栄
西
は
詳
し
く
記
録
に
残
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
そ
れ
が
栄
西
の
示
寂
し
て
後
も
伝
え
ら
れ
て
『
菩
提
心
論
口
決
』
の
奥
書
に
も
書

き
留
め
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

お
そ
ら
く
懐
敞
は
栄
西
と
年
齢
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た
っ
て
お
ら
ず
、
師
匠
と
弟
子
と
い
う
よ
り
も
互
い
に
心
を
許
せ
る
知
己
の
よ
う
な
関
係
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
の
密
教
に
関
心
を
抱
い
た
懐
敞
が
栄
西
を
師
と
し
て
灌
頂
を
受
け
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、『
菩
提
心
論
口
決
』
の
奥
書
に
載
る
記
事
が
栄
西
筆
記
の
記
事
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
信
憑
性
の
高
い

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
は
、
万
年
寺
の
懐
敞
が
栄
西
に
語
っ
た
と
さ
れ
る
記
讖
す
な
わ
ち
記
莂
の
類
い
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

�

菴
曰
、
此
山
第
一
祖
、
西
天
吉
祥
旦
三
蔵
讖
云
、
却
後
五
百
年
、
有
二
肉
身
菩
薩
一、
東
来
受
レ
道
、
名
曰
二
栄
西
一。
汝
既
乗
二
願
輪
一
而
来
、
宜
レ
保
二
任
之
一。
師
恍

如
二
夢
覚
一、
自
知
三
前
身
為
二
三
蔵
一
也
。

　

便
宜
上
、
こ
の
一
文
も
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
　

�

菴
曰
く
、「
此
の
山
の
第
一
祖
、
西
天
の
吉
祥
旦
三
蔵
、
讖
し
て
云
く
、『
却
後
に
五
百
年
し
て
、
肉
身
の
菩
薩
有
り
、
東
よ
り
来
た
り
て
道
を
受
け
、
名
を
栄

西
と
曰
う
』
と
。
汝
、
既
に
願
輪
に
乗
じ
て
来
た
る
、
宜
し
く
之
れ
を
保
任
す
べ
し
」
と
。
師
、
恍
と
し
て
夢
よ
り
覚
む
る
が
如
く
、
自
ら
前
身
は
三
蔵
為
る

を
知
れ
り
。
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あ
る
と
き
懐
敞
は
万
年
寺
を
開
い
た
第
一
祖
で
あ
る
中
イ
ン
ド
出
身
の
吉
祥
旦
三
蔵
（
室
利
跋
羅
）
の
記
讖
を
栄
西
に
語
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

記
讖
と
は
吉
祥
旦
三
蔵
が
亡
く
な
っ
て
五
〇
〇
年
す
る
と
、
肉
身
の
菩
薩
が
東
方
か
ら
や
っ
て
来
て
仏
法
を
受
け
、
そ
の
名
を
栄
西
と
称
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
は
ま
さ
に
「
未
来
記
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
り
、
懐
敞
は
こ
の
記
讖
を
し
っ
か
り
と
自
覚
す
る
よ
う
栄
西
に
求
め
た

と
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
栄
西
は
夢
か
ら
醒
め
た
か
の
ご
と
く
自
身
の
前
身
が
吉
祥
旦
三
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
知
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
後

身
説
が
ど
こ
ま
で
史
実
を
伝
え
た
も
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
が
撰
さ
れ
た
頃
に
は
か
な
り
信
ぜ
ら
れ
て
い

た
も
の
と
見
ら
れ
、「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
の
撰
者
で
あ
る
明
国
の
古
春
如
蘭
は
こ
れ
を
違
和
感
な
く
塔
銘
に
盛
り
込
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
は
記
讖
に
つ
づ
い
て
、

　
　
淳
熙
間
歳
大
旱
、
郡
請
レ
師
祷
レ
雨
。
身
発
二
千
光
一
燭
レ
天
、
雨
大
澍
。
因
号
二
千
光
一。

と
い
う
興
味
深
い
記
事
も
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
─
一
一
八
九
）
に
は
旱
魃
が
多
か
っ
た
も
の
ら
し
く
、
郡
す
な
わ

ち
台
州
で
は
栄
西
に
請
う
て
雨
を
祈
ら
せ
た
と
す
る
。
状
況
的
に
は
栄
西
が
万
年
寺
に
到
っ
た
淳
煕
一
四
年
か
ら
万
年
寺
を
去
る
淳
煕
一
六
年
ま
で

の
で
き
ご
と
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
と
き
栄
西
が
祈
雨
の
要
請
に
応
じ
て
密
教
の
加
持
祈
祷
の
類
い
を
行
な
っ
て
全
身
か
ら
千
光
を
発
し
て
天

を
灯
す
と
、
雨
が
大
い
に
降
り
注
い
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
因
縁
に
よ
っ
て
栄
西
は
「
千
光
」
と
号
さ
れ
た
と
伝
え
て
お
り
、
千
光

法
師
の
名
の
由
来
を
在
宋
中
の
こ
と
と
し
て
載
せ
て
い
る
。

道
元
が
伝
え
る
懐
敞
と
栄
西
の
問
答

　

と
こ
ろ
で
、
栄
西
が
万
年
寺
の
懐
敞
に
参
じ
て
比
較
的
に
早
い
時
期
に
交
わ
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
問
答
が
別
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

越
前
（
福
井
県
）
吉
田
郡
志
比
の
吉
祥
山
永
平
禅
寺
を
開
い
た
永
平
道
元
が
『
道
元
和
尚
広
録
』（『
永
平
広
録
』
と
も
）
巻
六
「
永
平
禅
寺
語
録
」
に
、

　
　

�

明
庵
千
光
禅
師
前
権
僧
正
法
印
大
和
尚
位
忌
辰
上
堂
。〈
師
先
学
二
仏
樹
和
尚
一、
仏
樹
者
明
庵
門
人
也
〉
挙
、
師
翁
問
二
虚
庵
和
尚
一、
学
人
不
レ
思
レ
善
不
レ
思
レ
悪

時
如
何
。
虚
庵
云
、
本
命
元
辰
。
師
翁
云
、
恁
麼
則
不
下
従
二
今
日
一
去
上
也
。
虚
庵
云
、
若
恁
麼
則
不
レ
妨
二
今
日
去
一
也
。
師
翁
礼
拝
。
虚
庵
云
、
南
面
看
二
北

斗
一。
良
久
云
、
祖
師
本
命
元
辰
、
微
笑
破
顔
一
新
。
不
レ
仮
二
桃
華
翠
竹
一、
扶
桑
当
日
逢
レ
春
。

と
い
う
栄
西
の
忌
日
（
七
月
五
日
）
に
な
し
た
上
堂
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
忌
辰
上
堂
が
な
さ
れ
た
の
は
道
元
の
晩
年
に
当
た
る
建
長
三
年

（
一
二
五
一
）
七
月
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
た
か
も
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
七
月
五
日
に
示
寂
し
た
栄
西
の
三
十
七
回
忌
の
正
当
に
符
合
し
て
い
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る
。
道
元
は
栄
西
の
高
弟
で
あ
っ
た
明
全
（
仏
樹
房
、
一
一
八
四
─
一
二
二
五
）
に
参
学
し
た
徒
で
あ
り
、
道
元
に
と
っ
て
明
全
は
「
先
師
」
で
あ
り
、

栄
西
は
「
師
翁
」
と
し
て
特
別
の
意
味
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
て
、
道
元
自
身
も
一
〇
代
半
ば
に
若
く
し
て
栄
西
そ
の
人
に
相
見
し
得
た
も
の
と
見
ら

れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
懐
敞
と
栄
西
の
問
答
は
、
栄
西
か
ら
明
全
を
経
て
直
に
道
元
に
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
師
資
相
伝
の
内
容
で
あ
っ
た
と

解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
道
元
の
語
る
栄
西
忌
の
上
堂
の
内
容
を
書
き
下
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
　

�

明
庵
千
光
禅
師
、
前
の
権
僧
正
法
印
大
和
尚
位
の
忌
辰
に
上
堂
す
。〈
師
は
先
に
仏
樹
和
尚
に
学
ぶ
、
仏
樹
は
明
庵
の
門
人
な
り
〉。
挙
す
、
師
翁
、
虚
庵
和
尚

に
問
う
、「
学
人
が
善
を
思
わ
ず
悪
を
思
わ
ざ
る
時
は
如
何
ん
」
と
。
虚
庵
云
く
、「
本
命
元
辰
」
と
。
師
翁
云
く
、「
恁
麼
な
ら
ば
、
則
ち
今
日
よ
り
去
ら
ず
」

と
。
虚
庵
云
く
、「
若
し
恁
麼
な
ら
ば
、
則
ち
今
日
去
る
こ
と
を
妨
げ
ず
」
と
。
師
翁
、
礼
拝
す
。
虚
庵
云
く
、「
南
面
し
て
北
斗
を
看
る
」
と
。
良
久
し
て
云

く
、「
祖
師
の
本
命
元
辰
、
微
笑
破
顔
し
て
一
え
に
新
た
な
り
。
桃
華
・
翠
竹
を
仮
ら
ず
、
扶
桑
は
当
日
に
春
に
逢
う
」
と
。

　

こ
の
よ
う
に
栄
西
が
懐
敞
と
交
わ
し
た
問
答
が
道
元
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
栄
西
の
在
宋
中
の
事
跡
の
一
端
を
伝
え
る
貴
重
な
内
容
と

い
っ
て
よ
い
。
こ
の
栄
西
の
入
証
の
機
縁
は
道
元
の
『
永
平
広
録
』
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
内
容
で
あ
っ
て
、
道
元
が
栄
西
忌
に
当
た
っ
て

栄
西
の
証
契
悟
道
の
因
縁
を
永
平
寺
の
門
下
に
対
し
て
語
っ
て
い
る
の
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

道
元
は
栄
西
に
対
し
て
「
明
庵
千
光
禅
師
」
と
い
う
表
記
を
用
い
て
い
る
が
、
明
庵
と
は
栄
西
の
禅
者
と
し
て
の
道
号
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
在
宋

中
に
本
師
の
懐
敞
か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
千
光
禅
師
と
い
う
の
は
栄
西
の
房
号
で
あ
る
千
光
房
な
い
し
千
光
法
師
を
禅
僧
風
に
表

記
し
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
栄
西
は
在
宋
中
に
千
光
禅
師
と
い
う
賜
号
を
も
得
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
前
権
僧
正
法
印
」
と

は
、
栄
西
が
帰
国
し
た
後
に
宣
下
を
受
け
て
与
え
ら
れ
た
僧
階
で
あ
る
。
栄
西
が
懐
敞
と
の
間
で
交
わ
し
た
こ
の
問
答
が
具
体
的
に
何
時
あ
る
い
は

何
処
で
な
さ
れ
た
も
の
か
、
年
月
日
や
場
所
に
つ
い
て
は
何
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
状
況
か
ら
し
て
栄
西
が
万
年
寺
の
懐
敞
の
も
と
に
参
じ
て

間
も
な
い
頃
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
両
者
の
問
答
商
量
を
考
察
し
て
み
る
な
ら
、
栄
西
が
懐
敞
に
対
し
て
「
学
人

が
善
を
も
思
わ
ず
、
悪
を
も
思
わ
ざ
る
時
は
如
何
ん
」
と
問
う
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
学
人
と
は
栄
西
の
自
称
で
あ
り
、
不
思
善
不
思
悪
の

時
と
は
善
を
も
悪
を
も
思
わ
な
い
あ
り
よ
う
、
善
悪
の
対
立
を
超
え
た
境
地
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
掛
け
は
罪

業
消
滅
を
求
め
て
入
宋
し
た
栄
西
に
と
っ
て
、
特
別
な
意
味
合
い
を
持
つ
内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
と
き
懐
敞
は
「
本
命
元
辰
」
と
答
え
て

い
る
が
、
本
命
元
辰
と
は
生
ま
れ
年
の
干
支
の
意
で
あ
り
、
自
己
の
本
来
の
面
目
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
栄
西
自
身
の
本
来
の
面
目
が
そ
の
ま
ま

不
思
善
不
思
悪
の
当
体
で
あ
る
と
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
栄
西
が
さ
ら
に
「
恁
麼
な
ら
ば
、
則
ち
今
日
よ
り
去
ら
ず
」
と
述
べ
る
と
、
懐
敞
は
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「
若
し
恁
麼
な
ら
ば
、
則
ち
今
日
去
る
を
妨
げ
ず
」
と
答
え
て
い
る
。「
恁
麼
な
ら
ば
、
則
ち
今
日
よ
り
去
ら
ず
」
と
は
、
栄
西
が
懐
敞
の
「
本
命
元

辰
」
の
こ
と
ば
に
満
足
し
、
こ
れ
よ
り
正
式
に
懐
敞
を
本
師
と
仰
い
で
随
順
す
る
決
心
を
申
し
出
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
懐
敞
が

「
若
し
恁
麼
な
ら
ば
、
則
ち
今
日
去
る
を
妨
げ
ず
」
と
答
え
た
の
は
、
栄
西
の
悟
境
を
印
可
し
た
語
で
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
以
降
は
席
下
を
去
っ
て

も
構
わ
な
い
と
認
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ば
に
感
謝
し
た
栄
西
が
礼
拝
す
る
と
、
懐
敞
は
「
南
面
し
て
北
斗
を
看
る
」
と
語
っ
て
お

り
、
こ
こ
で
両
者
の
問
答
は
終
わ
っ
て
い
る
。「
南
面
看
二
北
斗
一
」
と
は
「
面
レ
南
看
二
北
斗
一
」
や
「
向
レ
南
看
二
北
斗
一
」
と
同
義
で
あ
っ
て
、
と

ん
で
も
な
い
勘
違
い
な
り
見
当
違
い
を
す
る
意
で
あ
る
が
、
一
方
で
自
在
に
方
位
を
転
換
す
る
達
道
の
禅
者
の
す
ぐ
れ
た
あ
り
方
と
し
て
も
使
わ
れ

る
か
ら
、
こ
こ
で
は
栄
西
の
礼
拝
し
た
行
為
を
す
ぐ
れ
た
活
作
略
と
し
て
懐
敞
が
重
ね
て
認
め
た
こ
と
ば
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。

　

内
容
か
ら
す
る
と
、
両
者
が
初
め
て
相
見
し
た
と
き
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
期
を
隔
て
て
い
な
い
段
階
で
の
問
答
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
と
き
か
ら
栄

西
は
正
式
に
懐
敞
の
門
下
に
連
な
っ
て
懐
敞
を
本
師
と
し
て
更
な
る
参
禅
学
道
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の

問
答
が
な
さ
れ
た
の
は
天
台
山
の
万
年
寺
に
お
け
る
で
き
ご
と
で
、
状
況
的
に
は
栄
西
が
万
年
寺
で
懐
敞
を
拝
し
、
そ
の
下
で
初
め
て
正
式
に
入
室

し
た
頃
の
機
縁
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
こ
の
懐
敞
と
栄
西
の
問
答
に
対
し
て
、
道
元
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
六
言
四
句
の
偈
頌
を
寄
せ
、
栄
西
の
悟
境
を
称
え
て
い
る
。

　
　
祖
師
の
本
命
元
辰
、
微
笑
破
顔
し
て
一
新
す
。

　
　
桃
華
翠
竹
を
仮
ら
ず
し
て
、
扶
桑
、
当
日
に
春
に
逢
う
。

　

自
己
の
本
命
元
辰
を
問
わ
れ
て
栄
西
が
懐
敞
と
交
わ
し
た
機
縁
は
、
あ
た
か
も
霊
山
会
上
で
釈
迦
牟
尼
世
尊
が
拈
華
し
た
際
に
摩
訶
迦
葉
が
破
顔

微
笑
し
た
悟
道
の
機
縁
を
再
び
新
た
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
「
桃
華
翠
竹
」
と
は
、
南
嶽
下
の
潙
山
霊
祐
（
大
円
禅
師
、
七

七
一
─
八
五
三
）
の
門
下
で
あ
っ
た
霊
雲
志
勤
が
桃
華
を
見
て
悟
道
し
た
「
霊
雲
見
桃
華
」
の
故
事
、
同
じ
く
潙
山
下
の
香
厳
智
閑
（
襲
燈
大
師
、
？

─
八
九
八
）
が
小
石
が
竹
に
当
た
る
音
を
聞
い
て
悟
道
し
た
「
香
厳
撃
竹
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
道
元
と
し
て
は
栄
西
の
悟
道
は
霊

雲
志
勤
の
見
色
や
香
厳
智
閑
の
聞
声
を
遥
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
因
縁
に
よ
っ
て
日
本
国
（
扶
桑
）
に
忽
ち
春
が
巡
っ
て
き
た
と
結
ん
で

い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
道
元
ゆ
か
り
の
福
井
県
の
吉
祥
山
永
平
寺
に
明
全
が
道
元
に
授
け
た
と
さ
れ
る
伝
明
全
筆
「
師
資
付
法
偈
」
と
い
う

文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
二
五

　
　
承
久
三
年
九
月
十
二
日
、
伝
二
授
師
資
相
承
一
偈
一
曰
、
不
レ
思
レ
善
不
レ
思
レ
悪
、
正
当
恁
麼
時
如
何
。
本
命
元
辰
、
云
々
。

　
　
是
則
禅
宗
之
眼
目
、
得
脱
之
根
源
。

　
　
雖
レ
得
二
百
千
両
金
一、
輒
不
レ
可
レ
伝
二
授
之
一
而
已
。［
花
押
］

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
便
宜
上
、
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
　

�

承
久
三
年
九
月
十
二
日
、
師
資
相
承
の
一
偈
を
伝
授
し
て
曰
く
、「
善
を
も
思
わ
ず
、
悪
を
も
思
わ
ず
、
正
当
恁
麼
の
時
、
如
何
ん
。
本
命
元
辰
」
と
云
々
。

　
　
是
れ
則
ち
禅
宗
の
眼
目
に
し
て
、
得
脱
の
根
源
な
り
。

　
　
百
千
両
の
金
を
得
る
と
雖
も
、
輒
く
之
れ
を
伝
授
す
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。［
花
押
］

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
九
月
一
二
日
、
入
宋
を
間
近
に
し
て
建
仁
寺
の
明
全
が
若
き
道
元
に
対
し
て
黄
龍
派
の
師
資
相
承
を

な
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
先
の
栄
西
ゆ
か
り
の
問
答
を
踏
ま
え
た
師
資
印
可
の
偈
頌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
全
は
こ
の
「
不
思
善
不
思
悪
」「
本
命

元
辰
」
を
禅
宗
の
眼
目
と
し
、
得
脱
の
根
源
で
あ
る
と
し
、
容
易
に
他
人
に
伝
授
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
道
元
に
諭
し
て
い
る（

（（
（

。「
不
思
善
不
思

悪
」「
本
命
元
辰
」
の
要
旨
が
虚
庵
懐
敞
・
明
庵
栄
西
・
仏
樹
房
明
全
・
永
平
道
元
と
次
第
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
師
資
室
中
の
秘
事
と
し
て

相
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

万
年
寺
伽
藍
の
修
復
に
尽
力
す
る

　

と
こ
ろ
で
、
栄
西
の
第
二
次
入
宋
を
特
色
づ
け
る
も
の
の
一
つ
に
豊
富
な
財
源
を
使
用
し
た
伽
藍
の
建
立
や
修
復
が
挙
げ
ら
れ
る
。
栄
西
は
万
年

寺
に
掛
錫
し
て
後
、
ま
も
な
く
万
年
寺
の
伽
藍
の
一
部
を
新
た
に
建
立
し
た
ほ
か
、
天
台
山
内
の
い
く
つ
か
の
建
物
の
修
復
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

『
元
亨
釈
書
』
栄
西
章
に
は
、

　
　

�

西
在
二
万
年
一、
山
門
・
両
廊
缺
レ
焉
。
西
捨
二
三
百
万
一
挙
二
二
役
一、
先
二
百
餘
祀
中
天
那
蘭
陀
寺
三
蔵
室
利
跋
陀
羅
之
所
一レ
造
也
。
寺
之
主
者
及
大
衆
告
曰
、
梵

語
室
利
、
此
曰
二
吉
祥
一。
西
公
上
字
義
相
近
、
西
天
東
城
、
前
後
比
レ
徳
、
名
義
合
符
、
為
不
徒
耳
。
又
修
二
観
音
院
・
大
慈
寺
・
智
者
塔
院
及
天
童
山
千
仏
宝
閣
一。

と
あ
り
、
同
じ
く
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
も
、

　
　

�

万
年
寺
缺
二
三
門
両
廡
一、
師
捨
芝
券
三
百
万
、
挙
二
役
。
先
是
中
天
竺
那
蘭
陀
寺
三
蔵
室
利
跋
羅
之
所
造
也
。
衆
皆
曰
、
梵
語
室
利
、
此
翻
吉
祥
、
西
公
上
字
、

其
義
相
近
、
西
天
東
域
、
名
義
合
符
、
莫
レ
非
レ
是
歟
。
又
脩
二
観
音
院
・
大
慈
寺
・
智
者
塔
院
一。
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一
二
六

と
記
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
や
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
万
年
寺
で
は
山
門
（
三
門
）
や
東
西
の
両
廊
廡
を
欠
い
て

い
た
も
の
ら
し
く
、
栄
西
は
万
年
寺
に
掛
搭
し
て
間
も
な
く
山
門
と
東
西
廊
廡
を
芝
券
三
〇
〇
万
を
も
っ
て
修
復
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
入
竺
の
た

め
の
費
用
と
し
て
か
栄
西
が
か
な
り
の
資
金
を
持
参
し
て
入
宋
渡
航
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
が
財
力
を
持
っ
た
日
本
僧
と
い
う
印

象
を
宋
朝
禅
者
た
ち
に
植
え
付
け
る
起
因
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
『
嘉
定
赤
城
志
』
巻
二
八
「
寺
観
門
二
〈
寺
院
〉」
の
「
天
台
〈
禅

院
〉」
の
「
万
年
報
恩
光
孝
寺
」
の
項
に
も
「
淳
熙
十
四
年
、
日
本
国
僧
栄
西
、
建
二
三
門
西
廡
一、
仍
開
二
大
池
一
」
と
あ
り
、
日
本
僧
栄
西
が
淳
煕

一
四
年
に
万
年
寺
の
三
門
と
西
廡
を
建
て
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
別
に
大
池
（
放
生
池
）
を
開
鑿
し
た
こ
と
も
特
記
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し

て
山
門
（
総
門
）
の
み
で
あ
っ
た
の
か
三
門
す
べ
て
に
わ
た
っ
た
の
か
、
東
西
廊
廡
な
の
か
西
廡
の
み
で
あ
っ
た
の
か
は
明
確
で
な
い
が
、
淳
煕
一

四
年
は
栄
西
が
万
年
寺
の
懐
敞
に
参
学
し
た
年
で
あ
る
か
ら
、
懐
敞
の
も
と
に
投
じ
て
間
も
な
い
時
期
か
ら
栄
西
は
私
財
を
投
じ
て
万
年
寺
伽
藍
や

境
内
の
修
復
に
取
り
掛
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西
章
や
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
栄
西
は
天
台
山
中
の
観
音
院
と
大
慈
寺
と
智
者
塔
院
を
も
修
繕
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
観
音
院
に
つ
い
て
は
何
れ
の
伽
藍
を
指
す
の
か
明
確
で
な
い
が
、
大
慈
寺
は
天
台
県
北
二
九
里
に
存
し
た
教
院
で
あ

り
、
古
く
修
禅
寺
ま
た
は
禅
林
寺
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
天
台
智
顗
（
徳
安
、
智
者
大
師
、
五
三
八
─
五
九
七
）
ゆ
か
り
の
古
道
場
で
あ
る
。
ま
た
智
者

塔
院
と
は
天
台
県
北
二
三
里
に
存
し
た
真
覚
教
院
（
定
慧
真
身
塔
院
）
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
や
は
り
天
台
智
顗
ゆ
か
り
の
塔
院
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
栄
西
が
万
年
寺
以
外
に
も
こ
う
し
た
天
台
山
中
の
い
く
つ
か
の
寺
院
を
修
復
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
人
が
か
な
り
の
資
金

を
持
参
し
て
第
二
次
入
宋
を
決
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
万
年
寺
に
お
け
る
在
宋
中
の
活
動
と
し
て
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う（
（（
（

。

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
を
受
け
る

　

そ
の
後
、
栄
西
は
さ
ら
に
万
年
寺
の
懐
敞
の
も
と
で
「
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
」
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
虎
関
師
錬
（
海
蔵
和
尚
）
の
『
海
蔵
和
尚
紀

年
録
』
に
は
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
の
項
に
栄
西
が
万
年
寺
の
懐
敞
か
ら
授
け
ら
れ
た
禅
宗
の
菩
薩
戒
（
金
剛
戒
）
に
つ
い
て
、

　
　

�

此
金
剛
戒
、
臺
上
葉
上
百
千
釈
迦
、
西
天
四
七
、
東
土
二
三
、
南
嶽
・
馬
祖
・
百
丈
・
黄
蘗
・
臨
済
・
興
化
・
南
院
・
風
穴
・
首
山
・
汾
陽
・
慈
明
・
黄
龍
・

晦
堂
・
霊
源
・
長
霊
・
無
示
・
心
聞
・
雪
庵
・
虚
庵
・
明
庵
。
惟
我
明
庵
参
二
遍
宋
地
一、
台
州
万
年
遇
二
着
虚
庵
一、
受
二
仏
心
印
一、
授
二
与
杖
払
并
菩
薩
戒
禅
一

大
事
一。
羌
此
大
戒
、
不
レ
似
二
餘
品
一。
達
磨
祖
師
、
合
心
印
伝
、
是
故
受
者
当
生
二
浄
信
一。
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一
二
七

と
記
し
て
い
る
。
西
天
二
十
八
祖
、
東
土
六
祖
を
経
て
、
南
嶽
懐
譲
・
馬
祖
道
一
・
百
丈
懐
海
・
黄
檗
希
運
・
臨
済
義
玄
・
興
化
存
奨
・
南
院
慧

顒
・
風
穴
延
沼
・
首
山
省
念
・
汾
陽
善
昭
・
慈
明
楚
円
・
黄
龍
慧
南
・
晦
堂
祖
心
・
霊
源
惟
清
・
長
霊
守
卓
・
無
示
介
諶
・
心
聞
曇
賁
・
雪
庵
従

瑾
・
虚
庵
懐
敞
・
明
庵
栄
西
と
つ
づ
く
南
嶽
下
臨
済
宗
黄
龍
派
の
「
単
伝
宗
派
図
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

万
年
寺
の
懐
敞
は
栄
西
の
参
禅
の
深
ま
り
を
認
め
て
「
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
」
を
授
け
、
さ
ら
に
多
く
の
相
承
物
を
付
与
し
て
い
る
。『
元
亨
釈

書
』
の
栄
西
章
に
よ
れ
ば
、

　
　

�

先
レ
是
在
二
萬
年
一
日
、
敞
語
曰
、
菩
薩
戒
、
禅
門
一
大
事
也
。
汝
航
海
来
、
問
二
禅
於
我
一。
因
以
付
レ
之
。
及
應
器
・
坐
具
・
宝
缾
・
拄
杖
・
白
払
、
其
図
迦
文

已
下
二
十
八
祖
達
磨
以
來
至
二
虚
室
一、
嫡
嫡
相
承
、
不
レ
括
二
横
枝
一、
五
十
三
世
系
連
明
覈
。

と
あ
り
、
万
年
寺
に
お
い
て
懐
敞
が
栄
西
に
付
与
し
た
品
々
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
書
き
下
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
　

�

是
れ
よ
り
先
、
万
年
に
在
り
し
日
、
敞
語
り
て
曰
く
、「
菩
薩
戒
は
禅
門
の
一
大
事
な
り
。
汝
、
海
に
航
し
来
た
り
て
、
禅
を
我
れ
に
問
う
。
因
り
て
以
て
之
れ

を
付
す
」
と
。
及
び
応
器
・
坐
具
・
宝
缾
・
拄
杖
・
白
払
、
其
の
図
は
迦
文
よ
り
已
下
、
二
十
八
祖
達
磨
よ
り
以
來
、
虚
室
〈
虚
菴
〉
に
至
る
ま
で
、
嫡
嫡
相

承
し
、
横
枝
を
括
ら
ず
、
五
十
三
世
の
系
連
、
明
覈
な
り
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
「
明
菴
西
公
禅
師
塔
銘
」
に
お
い
て
も
、
若
干
な
が
ら
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

菴
謂
曰
、
菩
薩
戒
、
禅
門
一
大
事
也
。
汝
遠
来
問
レ
禅
、
因
以
付
レ
之
。
并
応
器
・
宝
缾
・
拄
杖
・
白
払
等
、
及
図
迦
文
已
下
二
十
八
祖
至
二
虚
菴
一
相
承
、
凡
五

十
三
世
。

　

万
年
寺
に
お
い
て
懐
敞
は
栄
西
に
対
し
て
禅
門
の
一
大
事
と
し
て
「
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
」
を
授
け
て
い
る
。
こ
れ
が
単
な
る
授
戒
に
当
た
る
も
の

な
の
か
、
曹
洞
宗
で
い
う
伝
戒
に
当
た
る
も
の
な
の
か
が
明
確
で
な
い
が
、
他
の
相
承
物
な
ど
か
ら
し
て
も
伝
戒
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
応
器
と
は
応
量
器
、
坐
具
は
礼
拝
の
法
具
で
あ
り
、
宝
缾
は
水
瓶
の
こ
と
、
拄
杖
は
僧
が
行
脚
や
説
法
な
ど
に
使
う
杖
で
あ
り
、
白
払
も
僧
が
日

常
に
使
用
す
る
払
子
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
懐
敞
は
い
ず
れ
栄
西
が
日
本
に
戻
っ
て
禅
僧
と
し
て
一
人
立
ち
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
見
越

し
、
必
要
な
法
具
を
一
斉
に
付
与
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（（
（

。

　

こ
の
点
は
『
興
禅
護
国
論
』
の
「
第
五
宗
派
血
脈
門
」
に
お
い
て
、

　
　
即
登
二
天
台
山
一、
憩
二
万
年
禅
寺
一、
投
二
堂
頭
和
尚
敞
禅
師
一
為
レ
師
、
参
禅
問
レ
道
。
頗
伝
二
臨
済
宗
風
一、
誦
二
四
分
戒
一、
誦
二
菩
薩
戒
一
已
畢
。

と
記
し
て
お
り
、
栄
西
自
身
が
万
年
寺
で
懐
敞
を
本
師
と
し
て
参
禅
問
答
し
、
臨
済
の
宗
風
を
伝
え
て
四
分
戒
を
誦
し
、
菩
薩
戒
を
誦
し
終
え
た
こ
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一
二
八

と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
栄
西
は
万
年
寺
の
懐
敞
の
も
と
で
師
資
の
相
承
を
な
し
て
お
り
、
明
確
な
年
月
日
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
い
わ

ゆ
る
伝
戒
の
儀
式
が
荘
厳
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）	

安
然
の
『
教
時
諍
』（
大
正
蔵
七
〇
）
に
は
智
矩
撰
『
宝
林
伝
』
が
引
用

さ
れ
、
禅
宗
の
達
磨
付
法
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
興
禅
護
国

論
』
巻
上
「
決
世
人
疑
門
第
三
」
に
も
「
安
然
和
上
教
時
諍
論
云
」
と
し
て

九
宗
の
こ
と
、
禅
宗
の
こ
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）	

円
珍
撰
『
諸
家
教
相
同
異
略
集
』
に
は
、
天
台
・
真
言
・
南
都
六
宗
の
八

宗
の
ほ
か
に
、
禅
門
宗
（
禅
宗
）
が
存
し
、
即
心
是
仏
を
宗
と
し
て
い
る
こ

と
、
安
国
禅
院
の
義
空
和
上
が
禅
門
宗
の
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。

（
３
）	『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
は
『
日
本
大
蔵
経
〈
天
台
宗
顕
教
章
疏
一
〉』

や
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
二
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）	『
入
唐
取
経
願
文
』
一
巻
は
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第

七
三
巻
の
一
四
六
頁
に
所
収
さ
れ
て
一
般
に
知
ら
れ
る
。
こ
の
『
入
唐
取
経

願
文
』
の
記
載
は
、
当
時
の
栄
西
の
心
情
を
知
る
上
で
貴
重
な
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
い
ま
、
便
宜
上
、
本
文
の
箇
所
の
み
を
書
き
下
し
て
み
る
な
ら

ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。
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夫
れ
以
る
に
、
法
の
運
び
は
独
り
行
わ
れ
ず
、
人
に
託
し
て
以
て
流
通

す
る
か
。
人
の
善
は
時
に
発
せ
ず
、
法
に
依
り
て
以
て
修
行
す
る
か
。

所
以
に
或
い
は
恩
に
報
い
ん
と
号
し
、
或
い
は
人
の
勧
め
に
依
り
、
之

れ
を
弘
め
之
れ
を
行
な
う
。
是
に
于
い
て
、
一
り
の
沙
門
有
り
、
名
は

栄
西
、
備
州
に
生
ま
れ
て
、
少
年
に
し
て
出
家
し
、
志
し
は
秘
密
教
に

有
り
、
多
年
苦
行
す
。
而
し
て
去
る
戊
子
の
歳
、
渡
海
の
後
、
宋
朝
の

蔵
経
を
請
せ
ん
と
願
う
心
、
尤
も
切
な
り
。
之
れ
に
依
り
て
、
丙
申
の

歳
の
仲
秋
よ
り
、
戊
戌
の
歳
の
仲
秋
に
至
る
ま
で
、
当
寺
に
住
し
、
一

切
経
渡
海
を
待
つ
の
間
、
徒
然
と
し
て
尚
お
勧
進
し
て
云
く
、「
七
月

十
五
日
は
、
広
大
善
根
の
日
な
り
。
盂
蘭
盆
の
善
根
の
為
め
に
、
法
花

一
品
の
経
を
写
し
奉
り
、
開
講
演
説
し
て
、
七
世
の
四
恩
并
び
に
法
界

の
恩
に
報
い
し
め
ん
」
と
云
々
。
爰
に
当
時
の
大
檀
那
・
大
法
師
寛

智
、
心
に
善
根
を
染
め
、
勤
め
て
功
徳
有
り
、
早
や
肯
い
受
け
て
之
れ

を
結
構
す
。
御
荘
内
の
官
民
、
同
心
に
之
れ
が
素
懐
を
尽
く
す
こ
と
、

果
し
て
已
に
畢
わ
る
。
当
会
日
、
龍
雲
は
四
天
に
聳
え
、
恵
雲
の
潤
い

を
含
む
に
似
、
甘
雨
は
一
池
に
灑
ぎ
、
等
し
く
法
雨
を
雨
ら
す
が
如

し
。
朝
と
暮
と
之
れ
を
灑
ぐ
も
、
日
中
の
法
会
に
は
雨
ふ
ら
ざ
る
か
。

衆
会
は
市
を
成
し
、
聴
聞
に
便
有
り
、
是
れ
則
ち
大
檀
那
が
信
力
の
示

す
所
な
り
。
今
日
、
此
の
会
を
始
め
と
為
し
、
龍
華
三
会
を
終
り
と
為

す
。
而
し
て
毎
年
、
七
月
十
五
日
を
迎
う
る
毎
に
、
必
ず
此
の
大
事
を

修
す
。
於
戯
、
其
れ
天
上
天
下
の
冥
衆
は
、
一
乗
一
味
の
法
楽
に
飽
満

し
、
現
世
・
後
世
の
父
母
は
、
甘
露
・
醍
醐
の
妙
薬
を
受
用
す
。
短
命
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一
二
九

夭
寿
は
札
を
削
り
、
離
苦
得
楽
は
報
い
を
改
む
。
今
、
此
の
功
福
を

将
っ
て
、
天
皇
・
法
皇
に
報
い
奉
り
、
自
他
の
法
界
を
利
益
せ
ん
。

	

　
　
　

�
時
に
治
承
二
年
太
歳
戊
戌
七
月
庚
申
十
五
日
丙
子
〈
日
曜
室
に
て
〉、

謹
ん
で
録
す
。

（
５
）	

栄
西
が
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
一
〇
月
二
五
日
に
記
し
た
誓
願
寺
所
蔵

の
国
宝
「
霊
山
東
北
日
本
鎮
西
太
宰
府
邊
志
摩
県
今
津
［　
　

］
山
誓
願
寺

創
建
縁
起
」（
九
州
国
立
博
物
館
寄
託
）
は
、
一
般
に
「
誓
願
寺
建
立
縁
起
」

と
略
称
さ
れ
る
。
そ
の
末
尾
に
、

	

　
　

�

于
レ
時
法
師
寛
智
、
齢
五
十
有
五
歳
。
仲
原
太
娘
壽
子
、
筭
三
十
有
九

歳
、
所
レ
生
男
子
五
人
、
女
子
四
人
也
。
今
為
レ
傳
二
後
代
一
録
二
縁
起
一

而
已
。
安
元
元
秊
太
歳
乙
未
十
月
二
十
五
日
壬
寅
。

	

と
記
さ
れ
る
か
ら
、
寛
智
と
仲
原
太
娘
（
太
子
）
は
今
津
誓
願
寺
の
創
建
に

関
わ
っ
て
お
り
、
誓
願
寺
に
在
っ
て
積
極
的
に
栄
西
の
外
護
を
な
し
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
寛
智
は
こ
の
と
き
五
五
歳
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
保

安
二
年
（
一
一
二
一
）
の
生
ま
れ
と
な
り
、
仲
原
太
娘
は
三
九
歳
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
か
ら
、
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
の
出
生
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ

う
。
寛
智
と
仲
原
太
娘
は
夫
婦
で
あ
り
、
彼
ら
の
発
願
に
よ
っ
て
誓
願
寺
が

建
立
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
栄
西
が
『
入
唐
取
経
願
文
』
を
著
し
た
の

は
四
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
間
、
寛
智
や
仲
原
太
娘
ら
は
誓
願
寺
の
栄

西
の
た
め
に
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
６
）	

覚
阿
の
入
宋
求
法
と
帰
国
し
て
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
覚
阿
の

入
宋
求
法
と
帰
国
後
の
動
向
（
上
）
─
宋
朝
禅
初
伝
者
と
し
て
の
栄
光
と
挫

折
を
踏
ま
え
て
─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
四
〇
号
）
と
同
「
覚

阿
の
入
宋
求
法
と
帰
国
後
の
動
向
（
中
）
─
宋
朝
禅
初
伝
者
と
し
て
の
栄
光

と
挫
折
を
踏
ま
え
て
─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
四
一
号
）
お
よ

び
同
「
覚
阿
と
宋
代
禅
宗
─
禅
宗
初
伝
者
の
栄
光
と
挫
折
─
」（
曹
洞
宗
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
『
学
術
大
会
紀
要
』
第
一
一
回
）
を
参
照
。

（
７
）	『
霊
松
一
枝
』
下
に
所
収
さ
れ
る
『
栄
西
入
唐
縁
起
』
の
全
文
と
は
つ
ぎ

の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

	

　
　
　
　

栄
西
入
唐
縁
起
〈
祖
師
自
作
〉。
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予
備
中
吉
備
津
宮
神
主
子
孫
也
。
孝
霊
天
皇
六
十
九
代
之
苗
裔
也
。
保

延
七
年
辛
酉
歳
四
月
生
、
即
其
年
改
二
元
永
治
一。
今
行
年
七
十
五
歳
。

幼
少
之
時
、
父
母
倶
有
二
加
冠
之
志
一。
八
歳
、
請
二
身
暇
一
擬
二
出
家
一。

父
母
隨
喜
聽
許
。
十
一
就
二
當
國
名
徳
靜
心
一、
則
三
井
澄
義
阿
闍
梨
冩

瓶
弟
子
也
。
従
二
八
歳
一
以
来
、
至
二
于
十
三
歳
一、
習
二
澄
義
阿
闍
梨
之

流
倶
舎
婆
沙
之
義
一。
十
三
歳
始
登
レ
山
、
座
主
治
山
之
時
也
。
其
後
、

山
門
與
二
備
中
一
往
復
、
學
二
圓
宗
之
法
一。
雖
レ
未
レ
及
二
勤
學
一、
道
交
友

必
有
二
名
譽
一。
然
予
見
二
世
上
幻
法
一、
厭
心
日
増
、
即
廿
一
離
レ
山
、
志

在
二
于
渡
海
一。
中
頃
、
成
尋
阿
闍
梨
三
河
入
道
以
後
、
入
唐
之
僧
所
レ

絶
也
。
毎
レ
人
雖
レ
語
二
此
事
一、
還
嘲
弄
。
予
意
不
レ
倒
、
見
二
眞
言
聖
教
一、

於
二
前
佛
垂
跡
之
地
故
仙
遊
行
之
處
一
祈
レ
之
、
宿
願
無
レ
不
二
畢
果
一。
尋

二
處
々
靈
窟
一、
伯
耆
大
山
契
二
此
儀
一。
一
夏
百
日
爰
修
練
。
得
二
唐
本
小

字
經
一、
然
自
知
渡
海
之
伴
先
立
來
。
行
年
廿
七
歳
也
。
其
年
冬
十
二
月

三
日
、
辭
二
父
母
一
赴
二
鎭
西
一、
詣
二
宇
佐
宮
一。
七
日
遇
二
元
三
一、
詣
二
肥
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一
三
〇

後
阿
素
岳
一。
此
處
是
八
大
龍
王
所
居
也
。
二
七
日
修
練
、
祈
二
渡
海
無

一レ
難
、
一
々
得
二
勝
利
一。
二
月
八
日
、
達
二
博
多
唐
房
一、
未
レ
庸
レ
舩
。

解
レ
纜
之
前
、
安
樂
寺
天
神
竃
門
法
滿
筥
崎
香
稚
住
吉
、
如
レ
是
靈
社
、

無
レ
不
二
經
歴
一、
一
々
得
二
渡
海
之
感
應
一。
即
四
月
三
日
解
レ
纜
、
同
十

八
日
放
洋
。
廿
四
日
、
就
二
明
州
之
津
一。
東
大
寺
前
勸
進
大
和
尚
重

源
、
從
二
他
舩
一
入
唐
、
於
二
明
州
一
相
視
、
互
流
レ
涙
。
同
登
二
育
王
山
一、

見
二
釋
尊
舍
利
放
一レ
光
、
同
詣
二
天
台
山
一、
禮
二
生
身
羅
漢
一。
臨
二
于
歸

朝
之
時
一、
源
和
尚
同
詣
二
育
王
山
一、
請
二
舍
利
殿
修
造
之
事
一。
即
其
年

上
二
同
舩
一
歸
朝
。
彼
上
人
其
時
四
十
八
、
予
廿
八
。
歸
朝
之
後
、
毎
二

行
會
處
一、
授
二
菩
薩
戒
一。
雖
二
懸
隔
之
兄
一、
從
レ
予
受
二
菩
薩
戒
一。
道
心

純
熟
人
故
歟
、
又
宿
習
令
レ
然
歟
。
建
永
元
年
丙
寅
歳
、
和
尚
重
病
、

臨
二
最
後
之
時
一、
至
訪
稱
二
最
後
之
授
戒
一、
受
二
菩
薩
戒
一。
其
年
六
月
五

日
没
化
、
行
年
八
十
六
。
彼
人
存
生
之
時
、
不
レ
申
二
合
東
大
寺
事
一。

然
而
以
前
以
後
事
皆
同
レ
心
。
予
廿
八
歳
、
自
二
入
唐
歸
朝
一
以
來
、
無

二
他
事
一、
學
二
眞
言
聖
教
一。
其
間
、
伺
二
蘇
悉
地
經
文
一、
求
二
滅
罪
計
一。

若
人
依
二
此
法
則
一
求
二
悉
地
一
者
、
乃
至
七
返
不
レ
得
レ
成
、
實
苦
業
重

罪
所
レ
致
也
。
若
繞
二
如
來
八
大
塔
處
一
禮
レ
之
、
即
罪
滅
、
云
云
。
還

依
二
前
儀
則
一
作
二
其
法
一、
決
定
成
就
、
云
云
。
爰
予
竊
案
、
妙
理
難
レ

極
、
現
生
不
レ
可
レ
得
レ
解
二
脱
罪
障
一。
罪
障
深
重
、
何
以
會
二
法
運
一。
不
レ

如
、
唯
求
二
西
天
八
塔
一、
必
達
二
印
度
一。
即
四
十
七
歳
、
重
令
二
渡
海
一。

其
年
文
治
三
年
丁
未
四
月
十
九
日
放
洋
、
同
廿
五
日
達
二
行
在
一。
即
奉
レ

表
曰
、
雖
レ
受
二
人
身
於
邊
地
一、
逐
電
之
志
在
二
中
印
度
一。
恐
賜
二
執
照
一

〈
御
判
也
〉
達
印
度
一。
敕
答
曰
、
西
胡
有
二
三
道
一、
其
國
皆
屬
二
虜
國
一

不
レ
得
レ
通
。
給
二
案
照
一〈
宣
也
〉。
其
時
、
思
二
留
山
道
一、
欲
懸
二
南
海
一

之
處
、
彼
國
法
一
時
不
レ
能
レ
申
。
二
途
無
レ
由
二
于
達
一。
徒
留
二
台
嶺
一

五
年
、
一
切
經
轉
讀
三
返
了
。
欲
二
渡
海
一
日
、
於
二
博
多
一、
夢
二
東
大

寺
予
造
畢
一
也
。
爰
予
雖
思
切
二
在
唐
一、
被
レ
牽
二
宿
業
一、
再
歸
朝
。
遭
二

重
源
和
尚
没
化
一、
其
年
九
月
十
八
日
、
蒙
レ
敕
奉
二
行
東
大
寺
事
一。
上

人
未
レ
作
之
事
、
都
造
畢
、
剰
鐘
樓
造
畢
。
七
重
御
塔
及
二
第
三
重
一、

逐
二
思
未
來
運
命
一、
在
二
五
年
一。
御
塔
・
戒
壇
、
不
二
造
畢
一
哉
。
去
承

元
二
年
戊
辰
五
月
十
五
日
、
九
重
御
塔
、
爲
二
雷
火
一
成
二
灰
燼
一。
太

上
。

	

　
　

�

晙
曰
、
斯
編
太
上
以
下
久
已
泯
滅
。
其
所
レ
存
亦
似
レ
多
二
脱
誤
一。
予
毎

聞
二
祖
師
所
一レ
茇
、
或
修
レ
牘
、
或
託
レ
人
、
捜
二
求
遺
編
一。
然
所
固
存

書
、
猶
未
得
別
本
、
况
所
未
見
書
乎
。
故
是
等
文
、
末
由
校
正
耳
。
後

賢
請
求
而
補
正
焉
。

	

　

こ
の
『
栄
西
入
唐
縁
起
』
を
書
き
下
せ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

	

　
　
　
　

栄
西
入
唐
縁
起
〈
祖
師
自
ら
作
る
〉。

	

　
　

�　

予
は
備
中
吉
備
津
宮
の
神
主
の
子
孫
な
り
。
孝
霊
天
皇
六
十
九
代
の

苗
裔
な
り
。
保
延
七
年
辛
酉
の
歳
四
月
に
生
ま
る
、
即
ち
其
の
年
に
永

治
と
改
元
す
。
今
、
行
年
七
十
五
歳
な
り
。

	

　
　

�　

幼
少
の
時
、
父
母
倶
に
加
冠
の
志
し
有
り
。
八
歳
に
し
て
、
身
の
暇

を
請
う
て
出
家
せ
ん
と
擬
す
。
父
母
、
随
喜
し
て
聴
許
す
。
十
一
に
し

て
当
国
の
名
徳
静
心
に
就
く
、
則
ち
三
井
の
澄
義
阿
闍
梨
の
写
瓶
の
弟
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一
三
一

子
な
り
。
八
歳
よ
り
以
来
、
十
三
歳
に
至
る
ま
で
、
澄
義
阿
闍
梨
の
流

れ
倶
舎
・
婆
沙
の
義
を
習
う
。
十
三
歳
に
し
て
始
め
て
山
に
登
る
、
座

主
が
治
山
の
時
な
り
。
其
の
後
、
山
門
と
備
中
と
往
復
し
、
円
宗
の
法

を
学
ぶ
。
未
だ
勤
学
に
及
ば
ず
と
雖
も
、
道
交
の
友
必
ず
名
誉
有
り
。

	

　
　

�　

然
し
て
予
、
世
上
の
幻
法
な
る
を
見
て
、
厭
う
心
は
日
に
増
し
、
即

ち
廿
一
に
し
て
山
を
離
れ
、
志
し
は
渡
海
に
在
り
。
中
頃
、
成
尋
阿
闍

梨
三
河
入
道
の
以
後
、
入
唐
の
僧
の
絶
う
る
所
な
り
。
人
毎
に
此
の
事

を
語
る
と
雖
も
、
還
っ
て
嘲
弄
す
。
予
が
意
は
倒
れ
ず
、
真
言
の
聖
教

を
見
る
に
、
前
仏
垂
跡
の
地
・
故
仙
遊
行
の
処
に
於
い
て
之
れ
を
祈
る

に
、
宿
願
、
畢
く
果
た
さ
ざ
る
無
し
。
処
々
の
霊
窟
を
尋
ぬ
る
に
、
伯

耆
の
大
山
、
此
の
儀
に
契
え
り
。
一
夏
百
日
、
爰
に
修
練
す
。
唐
本
小

字
の
経
を
得
、
然
し
て
自
ら
知
る
、
渡
海
の
伴
、
先
立
ち
て
来
た
る
こ

と
を
。
行
年
廿
七
歳
な
り
。

	

　
　

�　

其
の
年
の
冬
十
二
月
三
日
、
父
母
を
辞
し
て
鎮
西
に
赴
き
、
宇
佐
宮

に
詣
づ
。
七
日
に
元
三
に
遇
う
て
、
肥
後
の
阿
素
岳
に
詣
づ
。
此
の
処

は
是
れ
八
大
龍
王
の
所
居
な
り
。
二
七
日
修
練
し
、
渡
海
に
難
無
き
こ

と
を
祈
り
、
一
々
に
勝
利
を
得
た
り
。
二
月
八
日
、
博
多
の
唐
房
に
達

す
る
に
、
未
だ
舩
を
庸
い
ず
。
纜
を
解
く
の
前
、
安
楽
寺
・
天
神
竃
門

法
満
・
筥
崎
香
稚
・
住
吉
、
是
の
如
き
霊
社
、
経
歴
せ
ざ
る
無
く
、

一
々
に
渡
海
の
感
応
を
得
た
り
。

	

　
　

�　

即
ち
四
月
三
日
に
纜
を
解
き
、
同
十
八
日
に
放
洋
す
。
廿
四
日
、
明

州
の
津
に
就
く
。
東
大
寺
の
前
の
勧
進
大
和
尚
重
源
、
他
の
舩
よ
り
入

唐
し
、
明
州
に
於
い
て
相
い
視
え
て
、
互
い
に
涙
を
流
す
。
同
じ
く
育

王
山
に
登
り
て
、
釈
尊
の
舍
利
の
光
を
放
つ
を
見
、
同
じ
く
天
台
山
に

詣
で
て
、
生
身
の
羅
漢
を
礼
す
。
帰
朝
の
時
に
臨
ん
で
、
源
和
尚
と
同

じ
く
育
王
山
に
詣
で
、
舍
利
殿
修
造
の
事
を
請
う
。
即
ち
其
の
年
に
同

舩
に
上
り
て
帰
朝
す
。
彼
の
上
人
は
其
の
時
は
四
十
八
、
予
は
廿
八
な

り
。
帰
朝
の
後
、
行
会
の
処
毎
に
、
菩
薩
戒
を
授
く
。
懸
か
に
隔
つ
る

の
兄
な
り
と
雖
も
、
予
に
従
い
て
菩
薩
戒
を
受
く
。
道
心
純
熟
の
人
な

る
故
か
、
又
た
宿
習
の
然
ら
し
む
る
か
。

	

　
　

�　

建
永
元
年
丙
寅
の
歳
、
和
尚
、
重
病
と
な
り
、
最
後
の
時
に
臨
ん

で
、
至
り
訪
ぬ
る
に
最
後
の
授
戒
と
称
し
、
菩
薩
戒
を
受
く
。
其
の
年

六
月
五
日
に
没
化
す
、
行
年
八
十
六
な
り
。
彼
の
人
の
存
生
せ
る
の

時
、
東
大
寺
の
事
を
申
し
合
わ
さ
ず
。
然
而
る
に
、
以
前
以
後
の
事
、

皆
な
心
を
同
じ
く
す
。

	

　
　

�　

予
、
廿
八
歳
に
し
て
、
入
唐
帰
朝
し
て
よ
り
以
來
、
他
事
無
く
、
真

言
の
聖
教
を
学
ぶ
。
其
の
間
、
蘇
悉
地
経
の
文
を
伺
い
、
滅
罪
の
計
を

求
む
。「
若
し
人
、
此
の
法
則
に
依
り
て
悉
地
を
求
め
ば
、
乃
至
、
七

返
し
て
も
成
ず
る
を
得
ず
。
実
に
苦
業
重
罪
の
致
す
所
な
り
。
若
し
如

来
の
八
大
塔
処
を
繞
り
て
之
れ
を
礼
せ
ば
、
即
ち
罪
滅
せ
ん
」
と
云

云
。「
還
っ
て
前
の
儀
則
に
依
り
て
其
の
法
を
作
さ
ば
、
決
定
し
て
成

就
せ
ん
」
と
云
云
。
爰
に
予
、
竊
か
に
案
ず
、「
妙
理
は
極
め
難
く
、

現
生
に
て
は
罪
障
を
解
脱
す
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
罪
障
深
重
な
ら

ば
、
何
を
以
て
か
法
運
に
会
わ
ん
。
如
か
ず
、
唯
だ
西
天
の
八
塔
を
求
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一
三
二

め
て
、
必
ず
印
度
に
達
せ
ん
に
は
」
と
。

	

　
　

�　

即
ち
四
十
七
歳
に
し
て
、
重
ね
て
渡
海
せ
し
む
。
其
の
年
文
治
三
年

丁
未
四
月
十
九
日
に
放
洋
し
、
同
廿
五
日
に
行
在
に
達
す
。
即
ち
表
を

奉
り
て
曰
く
、「
人
身
を
辺
地
に
受
く
る
と
雖
も
、
逐
電
の
志
し
は
中

印
度
に
在
り
。
恐
れ
ら
く
は
執
照
〈
御
判
な
り
〉
を
賜
わ
ば
印
度
に
達

せ
ん
」
と
。
敕
答
に
曰
く
、「
西
胡
に
三
道
有
り
、
其
の
国
、
皆
な
虜

国
に
属
し
て
通
ず
る
を
得
ず
」
と
。
案
照
〈
宣
な
り
〉
を
給
う
。
其
の

時
、
山
道
を
思
い
留
ま
れ
ど
も
、
南
海
に
懸
か
ら
ん
と
欲
す
る
の
処
、

彼
の
国
法
、
一
時
に
申
す
こ
と
能
わ
ず
。
二
途
、
達
す
る
に
由
無
し
。

徒
ら
に
台
嶺
に
留
ま
る
こ
と
五
年
、
一
切
経
、
転
読
す
る
こ
と
三
返
し

了
わ
る
。

	

　
　

�　

渡
海
せ
ん
と
欲
す
る
日
、
博
多
に
於
い
て
「
東
大
寺
、
予
が
造
り
畢

わ
る
」
と
夢
む
。
爰
に
予
、
思
い
は
在
唐
に
切
な
り
と
雖
も
、
宿
業
に

牽
か
れ
て
、
再
び
帰
朝
す
。
重
源
和
尚
の
没
化
に
遭
い
、
其
の
年
九
月

十
八
日
、
敕
を
蒙
む
り
て
東
大
寺
の
事
を
奉
行
す
。
上
人
が
未
だ
作
さ

ざ
る
の
事
、
都
て
造
り
畢
わ
り
、
剰
え
鐘
楼
も
造
り
畢
わ
る
。
七
重
の

御
塔
は
第
三
重
に
及
ん
で
、
未
来
の
運
命
を
逐
い
思
う
に
、
五
年
に
在

り
。
御
塔
・
戒
壇
は
、
造
り
畢
わ
ら
ず
。

	

　
　
　

�

去
る
承
元
二
年
戊
辰
五
月
十
五
日
、
九
重
の
御
塔
、
雷
火
の
為
め
に

灰
燼
と
成
る
。
太
上
。

	

　
　

�　

晙
曰
く
、
斯
の
編
は
「
太
上
」
以
下
、
久
し
く
已
に
泯
滅
す
。
其
の

存
す
る
所
も
亦
た
脱
誤
多
き
に
似
た
り
。
予
、
毎
に
祖
師
の
茇
す
る
所

と
聞
け
ば
、
或
い
は
牘
を
修
し
、
或
い
は
人
に
託
し
て
、
遺
編
を
捜
し

求
む
。
然
し
て
固
よ
り
存
す
る
所
の
書
も
、
猶
お
未
だ
別
本
を
得
ず
、

况
ん
や
未
だ
見
ざ
る
所
の
書
を
や
。
故
に
是
れ
等
の
文
、
校
正
す
る
に

由
末
き
の
み
。
後
賢
、
請
う
、
求
め
て
補
正
せ
ん
こ
と
を
。

（
８
）	

栄
西
記
『
金
剛
頂
宗
菩
提
心
論
口
決
』
の
冒
頭
に
「
濁
世
澆
末
法
、
凡
心

探
二
仏
智
一、
特
哀
二
陵
遅
一、
欲
レ
訪
二
三
国
一
」（
大
正
蔵
七
〇
・
二
九
ａ
）
と

あ
り
、
栄
西
は
末
法
の
世
を
救
う
た
め
に
イ
ン
ド
・
中
国
へ
赴
く
こ
と
を
志

向
し
て
い
る
。
文
治
二
年
七
月
三
日
に
栄
西
は
『
菩
提
心
論
口
決
』
の
末
尾

に
「
予
発
二
聖
人
大
願
一、
欲
レ
趣
二
於
西
域
一、
曁
二
解
レ
纜
之
期
一。
為
レ
沾
二
出

流
一、
綴
二
卑
拙
之
決
一、
将
レ
贈
二
末
葉
一。
恥
者
卒
爾
文
悋
訛
乱
矣
」（
大
正
蔵

七
〇
・
三
二
ａ
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
９
）	『
興
禅
護
国
論
』
巻
上
「
世
人
決
疑
門
第
三
」
に
「
玄
奘
記
」
と
し
て
玄

奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
巻
七
「
戦
主
国
阿
避
陀
羯
剌
拏
僧
伽
藍
」
の
項
を
略

出
し
て
い
る
。
ま
た
栄
西
の
『
出
家
大
綱
』
は
そ
の
引
用
が
ほ
と
ん
ど
義
浄

の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
八
「
秩
官
六
」
の
「
十
三
年
丙
午
」
に
、

	

　
　

�

韓
彦
質
。
是
月
（
八
月
）
二
十
日
、
以
二
朝
議
大
夫
一
試
二
戸
部
侍
郎
一、

除
二
試
兵
部
侍
郎
一
再
兼
知
。

	
と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
次
年
の
「
十
四
年
丁
未
」
に
、

	

　
　

八
月
初
五
日
、
彦
質
除
二
江
部
尚
書
一、
依
レ
旧
兼
知
。

	

と
あ
り
、
さ
ら
に
次
年
の
「
十
五
年
戊
申
」
に
、

	

　
　

�

六
月
、
振
二
州
民
饑
一。
九
月
十
五
日
、
彦
質
除
二
徽
猷
閣
直
学
士
一、
在
二
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一
三
三

京
宮
観
一。

	
と
あ
る
か
ら
、
韓
彦
質
が
咸
淳
一
三
年
（
一
一
八
六
）
八
月
か
ら
咸
淳
一
五

年
（
一
一
八
八
）
九
月
に
至
る
ま
で
杭
州
府
主
の
職
位
に
在
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
栄
西
が
杭
州
に
到
っ
た
当
時
、
時
期
的
に
韓
彦
質
が
杭

州
府
主
と
し
て
栄
西
の
上
表
文
に
対
応
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
韓
彦
質

は
延
安
（
陝
西
省
）
の
出
身
で
、
南
宋
初
期
に
金
国
と
の
戦
い
に
活
躍
し
た

韓
世
忠
（
字
は
良
臣
、
清
涼
居
士
、
一
〇
八
九
―
一
一
五
一
）
の
子
で
あ
り
、

兄
の
韓
彦
直
（
字
は
子
温
、
諡
は
荘
敏
）
や
弟
の
韓
彦
吉
（
字
は
子
師
、
？

―
一
一
九
二
）
と
と
も
に
南
宋
に
仕
え
、
秘
閣
修
撰
太
府
少
卿
淮
西
総
領
と

な
り
、
光
禄
大
夫
を
賜
っ
て
い
る
。

（
11
）	

安
永
本
『
興
禅
護
国
論
』
で
は
「
下
状
」
と
あ
る
原
文
を
「
下
恐
上
」
と

頭
註
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
す
る
と
、
こ
の
一
文
は
栄
西
が
宋
朝
に
上
表
し

た
文
章
の
語
句
と
解
さ
れ
る
。

（
12
）	

義
浄
撰
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
上
「
沙
門
玄
照
法
師
〈
太
州
玄
照

法
師
〉」
に
「
於
レ
是
、
重
渉
二
流
沙
一、
還
経
二
磧
石
一、
崎
嶇
桟
道
之
側
、
曳
二

半
影
而
斜
通
一
」（
大
正
蔵
五
一
・
二
ａ
）
と
あ
る
の
を
受
け
た
表
現
で
あ

る
。
ま
た
道
宣
撰
『
釈
迦
方
志
』
巻
上
「
中
辺
篇
第
三
」
に
は
「
問
二
沙
門

慧
厳
一
曰
、
仏
国
用
二
何
暦
術
一
而
号
二
中
平
一。
厳
云
、
天
竺
之
国
、
夏
至
之

日
方
レ
中
無
レ
影
、
所
謂
天
地
之
中
平
也
」（
大
正
蔵
五
一
・
九
四
九
ａ
）
と

あ
る
。

（
13
）	『
興
禅
護
国
論
鑿
竅
』
巻
三
に
は
「
時
未
有
耶
、
得
不
投
一
耶
」
の
語
句

に
つ
い
て
「
此
語
未
レ
詳
、
恐
有
レ
誤
乎
」
と
註
し
て
字
義
未
詳
と
し
て
お

り
、
と
く
に
「
得
不
投
一
耶
」
に
つ
い
て
は
読
み
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
14
）	

お
そ
ら
く
栄
西
は
宋
朝
か
ら
下
さ
れ
た
「
勅
答
」
な
い
し
「
案
照
」
を
大

切
に
携
帯
し
、
後
に
帰
国
す
る
際
に
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、

そ
の
後
も
建
仁
寺
や
寿
福
寺
な
ど
栄
西
ゆ
か
り
の
寺
院
の
い
ず
れ
か
に
そ
の

現
物
か
写
し
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
15
）	

温
州
の
瑞
安
県
は
永
嘉
県
の
南
、
安
陽
江
の
河
口
に
位
置
す
る
県
で
あ

り
、
一
に
安
固
県
と
も
称
さ
れ
た
。
南
宋
末
期
に
は
一
時
、
温
州
を
瑞
安
府

と
呼
称
し
た
こ
と
も
存
す
る
。
元
代
に
は
再
び
温
州
に
属
し
た
。
温
州
は
永

嘉
県
・
瑞
安
県
（
安
固
県
）・
平
陽
県
（
横
陽
県
）・
楽
清
県
（
楽
成
県
）
の

四
県
に
別
れ
て
い
る
。

（
16
）	

赤
城
山
は
台
州
天
台
県
北
六
里
に
存
し
、
石
が
み
な
霞
色
（
茜
色
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
赤
城
山
・
焼
山
・
消
山
と
も
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
台

州
の
地
を
古
く
赤
城
郡
と
称
し
て
お
り
、
天
台
山
の
別
号
と
し
て
赤
城
山
と

い
う
表
記
も
存
し
て
い
る
。

（
17
）	『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
七
「
興
福
篇
第
九
之
二
」
の
「
唐
天
台
山
福
田
寺
普

岸
伝
〈
全
亮
・
唯
約
〉」
で
は
、

	

　
　

�

大
和
年
中
謂
レ
衆
曰
、
吾
山
水
之
遊
未
レ
厭
、
諸
人
勿
二
相
留
滞
一。
天
台

赤
城
、
道
猷
曾
止
息
焉
、
華
頂
石
梁
、
智
者
昔
降
魔
矣
。
将
遊
レ
之
也
。

自
二
襄
陽
一
邐
迤
而
来
、
従
二
沃
洲
天
姥
一、
入
二
天
台
之
西
門
一。
得
二
平
川

谷
中
峯
一
名
二
大
舎
一、
号
二
平
田
一
是
也
。
観
二
其
山
一
四
舎
二
欝
翠
一、
東

西
山
石
門
、
而
有
二
三
井
龍
潭
一。
東
入
二
石
橋
聖
寺
一、
乃
是
緑
身
道
猷

尊
者
結
レ
茅
居
レ
此
。
未
レ
幾
、
見
二
虓
虎
乳
子
一、
瞪
レ
目
而
視
レ
岸
。
岸
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一
三
四

以
レ
杖
按
一
其
頭
一
曰
、
貧
道
聞
二
此
山
是
神
仙
窟
宅
羅
漢
隠
居
一、
今
欲
二

寄
レ
此
安
禅
一、
檀
越
勿
二
相
驚
撓
一。
経
レ
宿
領
レ
子
而
去
。
以
二
大
和
七
年

癸
丑
十
月
二
十
七
日
一、
営
二
構
丈
室
一、
携
二
一
童
侍
一
給
二
薪
水
一
耳
。
八

年
春
、
禅
侶
輻
湊
、
衆
力
義
成
二
此
院
一、
号
二
平
田
一
焉
。
開
成
中
、
宛

是
大
道
場
。
会
昌
三
年
七
月
、
告
レ
衆
入
滅
。
春
秋
七
十
四
。
度
二
弟
子

全
亮
一、
俗
姓
陳
氏
、
悟
二
師
之
道
一、
得
二
鳳
之
毛
一。
一
人
唯
約
、
在
二
上

元
一
入
滅
、
肉
身
不
レ
朽
。
岸
遷
二
塔
于
是
山
一。
前
レ
此
、
寺
置
二
五
百
羅

漢
殿
一、
永
嘉
全
億
長
吏
、
画
二
半
千
形
像
一、
毎
レ
一
迎
請
、
必
於
二
石
橋
一

宿
夜
焚
レ
香
、
具
二
幢
蓋
一
螺
鈸
引
導
入
二
于
殿
一。（
中
略
）
今
岸
師
影
堂
、

在
二
寺
之
右
一。（
大
正
蔵
五
〇
・
八
八
〇
ｂ
〜
ｃ
）

	

と
あ
り
、
普
岸
が
万
年
寺
を
創
建
し
た
経
緯
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。
阿
羅

漢
の
聖
地
と
し
て
寺
に
五
百
羅
漢
を
祀
っ
た
こ
と
や
天
台
石
橋
（
石
梁
瀑

布
）
と
の
関
わ
り
が
深
い
点
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
因
縁
か
ら
栄

西
も
第
一
次
の
入
宋
以
来
、
天
台
石
橋
と
と
も
に
万
年
寺
を
こ
と
さ
ら
重
視

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
18
）	

十
二
世
紀
後
半
の
黄
龍
派
の
禅
者
た
ち
の
中
で
塔
銘
な
ど
伝
記
史
料
が
個

別
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
塗
毒
智
策
に
「
径
山
涂
毒
禅
師
塔
銘
」
が
存

し
、
谷
庵
景
蒙
に
「
瑞
巌
谷
菴
禅
師
塔
銘
」
が
存
し
て
、
と
も
に
『
攻
媿

集
』
巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
雪
林
僧
彦
に
「
雪
林

彦
和
尚
塔
銘
」
が
存
し
て
『
橘
州
文
集
』
巻
七
「
雑
文
」
に
収
め
ら
れ
て
お

り
、
ほ
ぼ
同
文
の
「
雪
林
彦
禅
師
塔
銘
」
が
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
六
上
「
塔

銘
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
慈
航
了
朴
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
桐

野
好
覚
「
慈
航
了
朴
の
逸
文
─
『
永
平
広
録
』
と
『
先
徳
語
録
』
の
記
載
を

端
緒
と
し
て
─
」（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・
宗
学
研
究
部
門
『
宗
学

研
究
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
が
存
し
て
い
る
。

（
19
）	

か
な
り
煩
瑣
に
わ
た
る
も
の
の
、
貴
重
な
虚
庵
懐
敞
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ

と
か
ら
、『
黄
龍
十
世
録
』「
慶
元
府
天
童
虚
庵
懐
敞
禅
師
」
の
章
を
書
き
下

し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

	

　
　

�

慶
元
府
天
童
虚
庵
懐
敞
禅
師
、
久
し
く
雪
庵
に
依
り
て
旨
を
得
た
り
。

初
め
台
州
の
万
年
に
住
し
、
後
に
天
童
に
遷
る
。

	

　
　

�

其
の
江
州
の
東
林
に
住
す
る
日
、
山
門
を
指
し
て
云
く
、「
七
た
び
穿

ち
八
た
び
穴
り
、
百
た
び
匝
り
千
た
び
重
な
る
。
它
の
関
棙
を
知
ら

ば
、
往
き
て
通
ぜ
ざ
る
無
し
」
と
。

	

　
　

�

土
地
堂
に
て
「
晋
祠
、
豈
に
霊
験
無
き
こ
と
を
得
ん
や
。
纔
是
か
に
焼

香
す
れ
ば
便
ち
煙
を
見
る
。
未
だ
你
有
ら
ざ
る
時
、
先
に
我
れ
有
る

も
、
而
今
は
全
く
你
が
周
く
施
す
に
在
り
」
と
。

	

　
　

�

室
に
拠
り
て
「
熱
鉄
床
に
踞
し
て
、
仏
身
血
を
出
だ
す
。
天
命
流
れ
行

く
、
光
風
と
霽
月
と
。
更
に
者
裏
に
来
た
り
て
甚
の
椀
を
か
討
ね
ん
。

打
ち
て
你
が
驢
腰
を
し
て
骨
折
せ
し
め
ん
」
と
。

	
　
　

�

帖
を
拈
じ
て
「
者
箇
は
是
れ
大
閫
に
し
て
無
心
の
中
よ
り
来
た
り
。
貧

道
、
無
心
の
中
に
得
る
こ
と
、
風
の
水
を
吹
き
て
自
然
に
文
を
成
す
が

如
し
。
還
た
心
思
に
渉
ら
ざ
る
底
有
り
や
」
と
。
奉
じ
て
維
那
を
煩
わ

せ
て
宣
過
す
。

	

　
　

�

山
門
・
諸
山
の
両
疏
を
拈
ず
。
右
手
に
て
山
門
疏
を
挙
起
し
て
云
く
、
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一
三
五

「
一
家
に
好
事
有
り
」
と
。
左
手
に
て
諸
山
疏
を
挙
起
し
て
云
く
、「
百

家
を
引
得
し
、
忙
忙
と
し
て
什
麼
を
か
做
す
。
各
お
の
条
章
有
り
、
且

ら
く
道
え
、
明
む
る
所
の
者
は
何
事
ぞ
」
と
。
良
久
し
て
云
く
、「
米

は
尽
く
糠
に
到
る
」
と
。
奉
じ
て
首
座
・
蔵
主
を
煩
わ
せ
て
、
次
第
に

宣
過
す
。

	

　
　

�

江
湖
疏
を
拈
じ
て
「
慚
愧
す
、
江
湖
の
旧
大
家
、
漏
燈
盞
裏
に
油
麻
を

撤
く
こ
と
を
。
知
ら
ず
、
多
少
の
光
明
の
種
か
、
未
だ
東
林
に
到
ら
ず

し
て
尽
く
爆
芽
す
る
こ
と
を
。
何
ぞ
山
中
の
十
様
花
に
似
ん
」
と
。

	

　
　

�

法
座
を
指
し
て
「
此
の
大
法
王
位
、
豈
に
僭
竊
す
る
を
容
さ
ん
や
、
犯

す
こ
と
有
れ
ば
赦
す
こ
と
無
し
」
と
。
大
衆
を
顧
視
し
て
云
く
、「
你

が
輩
、
今
日
、
争
で
か
老
僧
を
怪
し
み
得
ん
」
と
。
遂
に
驟
歩
し
て
座

に
登
る
。
問
答
は
録
せ
ず
。
迺
ち
曰
く
、「
達
磨
未
だ
来
た
ら
ず
し
て
、

却
て
些
子
を
較
す
。
達
磨
既
に
来
た
り
て
、
狼
藉
に
勝
え
ず
。
甚
ぞ
蘆

を
折
り
て
江
を
渡
り
、
少
林
に
て
冷
坐
す
る
に
至
る
。
正
に
是
れ
橋
柱

を
抱
き
て
澡
洗
す
、
病
い
は
放
捨
し
下
ざ
る
に
在
り
。
既
往
は
咎
め

ず
。
是
れ
汝
ら
諸
人
、
還
た
放
捨
し
得
ん
や
。
若
し
放
捨
し
得
下
ば
、

即
今
、
便
ち
是
れ
達
磨
未
だ
来
た
ら
ざ
る
時
底
の
時
節
な
り
。
仏
法
の

玄
妙
は
、
更
に
一
絲
毫
許
り
も
著
不
得
な
り
。
謂
つ
べ
し
、
至
化
は
言

な
ら
ず
、
太
平
は
象
無
し
と
。
豈
に
優
な
り
游
な
る
に
あ
ら
ざ
ら
ん

や
。
或
し
一
向
に
者
裏
に
坐
殺
在
せ
ば
、
却
て
捨
礙
せ
ら
れ
ん
。
直
饒

い
無
得
の
境
に
超
出
得
す
る
も
、
東
林
の
門
に
入
ら
ん
こ
と
を
要
す
。

且
緩
緩
」
と
。
遂
に
主
丈
を
拈
じ
て
、
卓
す
る
こ
と
一
下
し
て
云
く
、

「
野
老
は
尭
舜
の
力
を
知
ら
ず
、
鼕
鼕
と
し
て
鼓
を
打
ち
て
江
神
を
祭

る
」
と
。

	

　
　

�

宝
公
、
思
大
和
尚
に
伝
語
し
て
云
く
、「
一
向
に
目
に
て
霽
漢
を
視
る

に
、
何
ぞ
山
を
下
り
て
衆
生
を
化
度
せ
ざ
る
」
と
い
う
公
案
を
挙
す
。

拈
じ
て
云
く
、「
宝
公
は
只
だ
口
を
開
く
こ
と
易
き
が
如
く
、
思
大
は

覚
え
ず
舌
頭
長
し
。
若
し
恁
麼
に
話
会
せ
ば
、
惟
だ
宝
公
を
磋
過
す
る

の
み
に
あ
ら
ず
、
亦
た
乃
ち
思
大
を
も
辜
負
せ
ん
。
今
日
、
新
東
林
、

未
だ
二
大
老
の
為
め
に
箇
の
分
暁
を
討
む
る
こ
と
を
免
れ
ず
」
と
。
遂

に
主
丈
を
卓
し
て
云
く
、「
清
き
こ
と
は
鍾
山
の
八
徳
水
に
似
て
、
老

い
た
る
こ
と
は
南
嶽
の
万
年
松
の
如
し
」
と
。

	

　
　

�

当
晩
小
参
。「
諸
仏
は
夢
を
説
き
、
諸
祖
は
夢
を
説
く
。
後
代
の
児
孫
、

夢
中
に
夢
を
説
く
。
今
日
、
重
ね
て
来
た
り
、
雁
門
大
士
・
蓮
社
の
諸

賢
と
与
に
、
一
た
び
別
れ
て
幾
ん
ど
四
十
年
、
猶
自
お
天
暁
に
床
に
尿

し
眼
を
開
き
て
夢
を
説
く
が
ご
と
し
」
と
。
驀
と
し
て
主
丈
を
拈
じ
、

卓
す
る
こ
と
一
下
し
て
云
く
、「
惺
惺
著
、
惺
惺
著
。
我
が
此
の
山
中
、

春
に
は
錦
繍
の
谷
花
有
り
、
夏
に
は
石
門
の
礀
雲
有
り
、
秋
に
は
虎
渓

の
□
月
有
り
、
冬
に
は
香
爐
峯
の
雪
有
り
。
此
れ
は
是
れ
諸
仏
・
諸

祖
・
諸
賢
・
諸
人
者
が
真
に
現
量
証
す
る
自
証
の
法
門
な
り
。
集
に
非

ず
常
に
非
ず
、
一
切
を
遠
離
す
。
未
審
、
新
東
林
、
還
た
曾
て
夢
に
も

見
る
や
」
と
。
又
た
卓
す
る
こ
と
一
下
し
て
云
く
、「
而
今
、
是
れ
夢

な
ら
ず
、
真
箇
、
廬
山
に
在
り
」
と
。

	

　
　

�
曹
山
の
「
仏
未
だ
出
世
せ
ざ
る
時
は
如
何
ん
」
と
い
う
公
案
を
挙
し
、



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
三
六

拈
じ
て
云
く
、「
曹
山
の
口
頭
は
且
ら
く
此
の
如
し
、
知
ら
ず
、
它
の

肚
裏
は
如
何
ん
。
新
東
林
、
看
来
た
れ
ば
、
它
の
肚
裏
も
也
た
只
だ
無

事
な
り
。

	

　
　
〈
懐
敞
、
天
台
の
明
上
人
の
為
め
に
拈
出
す
〉。

（
20
）	

便
宜
上
、
洞
山
の
大
用
以
礼
が
書
し
た
序
文
を
書
き
下
す
な
ら
ば
、
お
よ

そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
か
。

	

　
　

�

虚
庵
敞
禅
師
は
、
黄
龍
直
下
の
尊
宿
に
し
て
、
方
に
雪
庵
の
一
縷
千
鈞

の
重
寄
を
授
受
し
、
法
道
の
衰
微
し
て
人
の
荷
負
す
る
こ
と
無
き
を
慨

き
、
海
国
に
化
行
し
、
千
光
禅
師
を
得
て
、
其
の
道
を
伝
持
し
、
帰
し

て
太
白
に
終
わ
り
、
名
を
韜
し
徳
を
晦
ま
す
。
其
の
後
、
黄
龍
の
法

道
、
源
流
は
演
迤
し
、
宏
い
に
異
方
遐
域
に
肆
が
る
。
而
し
て
此
土
に

て
は
独
り
楼
大
参
の
「
天
童
五
鳳
楼
記
」
に
、
僅
か
に
其
の
一
二
を
載

す
る
の
み
に
し
て
、
餘
は
皆
な
諸
方
に
聞
か
ざ
る
所
な
り
。
龍
山
首

座
、
一
日
、
此
の
紙
を
捧
げ
出
だ
す
、
乃
ち
虚
庵
の
東
林
の
提
綱
仏
事

な
り
。
其
の
書
し
て
与
う
る
語
を
観
る
に
、
老
南
に
逼
真
す
。「
長
沙

王
十
世
の
後
、
猶
お
子
孫
の
其
の
祖
に
似
た
る
者
有
り
」
と
は
、
毋
乃

ろ
是
れ
な
る
か
。
然
し
て
虚
庵
が
当
時
、
明
上
人
の
為
め
に
拈
出
し
、

厥
の
後
、
明
の
こ
と
は
聞
く
こ
と
無
し
。
而
し
て
此
の
語
、
精
金
美
玉

の
若
き
も
、
沙
石
の
中
に
湮
没
し
て
、
之
れ
を
ば
顧
り
み
ず
、
其
の
価

は
自
若
た
り
。
蓋
し
虚
庵
の
陰
挺
符
、
後
人
を
待
ち
、
有
縁
を
俟
ち
て

遇
い
得
て
、
終
に
無
縁
を
以
て
售
わ
れ
ず
。
顧
れ
ば
則
ち
其
の
道
は
晦

し
と
雖
も
而
か
も
常
に
明
か
な
り
。
或
い
は
語
言
文
字
の
相
を
以
て
、

与
に
単
伝
直
指
の
事
を
論
ず
べ
か
ら
ず
。
然
し
て
之
れ
を
無
得
に
得
、

之
れ
を
無
伝
に
伝
う
れ
ば
、
則
ち
此
の
語
、
一
信
門
に
特
れ
た
る
の

み
。
又
た
曰
く
、「
偏
邦
の
海
国
、
固
よ
り
以
て
弘
く
其
の
道
を
持
す

る
に
足
ら
ず
」
と
。
仏
法
は
猶
お
大
海
の
ご
と
し
、
愈
い
よ
入
れ
ば
愈

い
よ
深
し
。
一
切
処
に
遍
く
、
刹
刹
塵
塵
、
仏
事
に
非
ざ
る
は
無
し
、

又
た
奚
ん
ぞ
此
彼
の
者
有
ら
ん
や
。
況
ん
や
其
の
国
は
娑
竭
羅
龍
王
の

窟
宅
す
る
所
な
れ
ば
、
人
は
多
く
猛
利
に
し
て
、
大
根
器
有
り
。
此
れ

を
以
て
之
れ
を
覘
れ
ば
、
則
ち
何
れ
の
代
か
千
光
無
け
ん
。
噫
。
南
嶽

は
金
雞
を
讖
し
て
馬
祖
を
得
、
虚
庵
は
仏
事
を
留
め
て
龍
山
に
遇
う
。

孰
れ
か
謂
わ
ん
、「
黄
龍
の
道
、
其
れ
伝
う
る
者
を
得
ざ
る
か
」
と
。

	

　
　
　

至
治
辛
酉
、
洞
山
の
以
礼
、
敬
ん
で
書
す
。

（
21
）	

宗
廓
の
跋
文
も
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

	

　
　

�

虚
庵
禅
師
は
、
黄
龍
八
世
の
孫
な
り
。
説
く
所
の
法
要
、
風
の
水
上
を

行
く
が
如
く
、
自
然
に
文
を
成
す
。
千
古
の
下
、
能
く
一
字
を
増
損
す

る
者
有
る
こ
と
無
し
、
殆
ら
く
は
宗
門
の
大
旗
手
を
弄
す
る
な
り
。
二

百
年
前
、
此
の
帖
、
明
上
人
の
為
め
に
拈
出
し
、
二
百
年
後
、
乃
ち
兜

率
の
龍
山
の
為
め
に
之
れ
を
得
た
り
。
龍
山
曰
く
、「
此
れ
は
吾
家
の

青
氈
な
り
、
吾
れ
既
に
直
下
の
子
孫
と
為
る
、
其
れ
緹
襲
し
て
之
れ
を

珎
蔵
し
、
以
て
吾
が
子
孫
に
遺
さ
ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
。
嘗
て
竊
か
に

以
て
余
に
示
し
、
且
つ
言
う
。
其
れ
光
く
前
烈
の
意
を
紹
ぐ
。
余
、
之

れ
が
為
め
に
撫
で
て
巻
き
、
太
息
し
て
曰
く
、「
世
に
其
の
美
を
済
け
、

其
の
名
を
殞
さ
ざ
る
は
、
其
れ
公
の
謂
な
る
か
」
と
。
先
黄
龍
の
道
脈



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
三
七

は
、
絶
え
て
再
び
甦
り
、
断
ち
て
復
た
続
く
こ
と
、
又
た
当
に
龍
山
よ

り
始
ま
る
べ
し
。

	

　
　
　

�
元
統
二
年
冬
、
黄
龍
住
山
翁
宗
廓
、
再
び
拝
し
、
超
恵
堂
に
書
す
。

（
22
）	

超
恵
堂
と
は
黄
龍
山
内
に
存
し
た
方
丈
（
丈
室
）
の
室
名
か
開
山
堂
の
名

称
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
黄
龍
派
の
徳
見
と
し
て
は
派
祖
ゆ
か
り
の
黄

龍
山
を
訪
ね
て
史
蹟
を
拝
登
し
、
併
せ
て
懐
敞
の
墨
蹟
に
跋
文
を
請
う
た
わ

け
で
あ
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
大
宋
国
諸
寺
位
次
」
の
「
甲
刹
」
に
は
、

	

　
　

�

黄
龍
。
洪
州
隆
興
府
崇
恩
禅
寺
。
開
山
超
恵
禅
師
。
超
恵
堂
・
湫
池
・

幕
布
峰
。

	

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
超
恵
堂
が
黄
龍
山
の
開
山
で
あ
る
黄
龍
晦
機
（
誨

璣
と
も
、
超
慧
大
師
、
超
恵
禅
師
）
ゆ
か
り
の
堂
宇
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
黄
龍
山
の
開
山
堂
の
名
で
あ
っ
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
黄
龍
晦
機
は
唐
末
五
代
の
人
で
、
徳
山
宣
鑑
─
巌
頭
全
豁
─
玄
泉
□
彦
─

黄
龍
晦
機
と
次
第
す
る
青
原
下
の
禅
者
で
あ
り
、『
祖
堂
集
』
巻
一
二
「
黄

龍
和
尚
」
の
章
や
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
三
「
鄂
州
黄
龍
山
晦
機
禅
師
」
の

章
に
記
事
が
存
す
る
。

（
23
）	

宗
廓
と
は
廬
山
東
林
寺
の
住
持
を
勤
め
た
大
慧
派
の
無
外
宗
廓
の
こ
と
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
住
山
翁
と
は
宗
廓
の
別
号
の
類
い
と
い
う
よ
り
黄

龍
山
に
住
山
し
た
翁
の
意
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
慧
宗
杲
─
拙
庵

徳
光
─
浙
翁
如
琰
─
介
石
智
朋
─
悦
堂
祖
誾
─
無
外
宗
廓
と
嗣
承
し
て
お

り
、『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
四
に
「
霊
隠
悦
堂
祖
誾
禅
師
法
嗣
」
と
し
て

「
江
州
廬
山
東
林
無
外
宗
廓
禅
師
」
の
章
が
存
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら

「
送
三
僧
之
二
中
呉
一
偈
」
一
首
を
載
せ
る
の
み
で
、
伝
記
的
な
記
述
が
何
ら

記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
宗
廓
が
如
何
な
る
活
動
を
な
し
た
の
か
は
定
か
で

な
い
。
た
だ
、
本
師
の
悦
堂
祖
誾
（
通
慧
禅
師
、
一
二
三
四
─
一
三
〇
八
）

も
東
林
寺
住
持
を
勤
め
た
経
緯
が
存
す
る
か
ら
、
師
資
と
も
に
東
林
寺
に
化

導
を
敷
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
宗
廓
が
廬
山
東
林
寺
に
住
持
し
た
後
に
黄
龍

山
崇
恩
寺
に
遷
住
し
た
と
解
す
る
と
、
黄
龍
派
の
徳
見
が
在
宋
中
に
い
ず
れ

か
で
虚
庵
懐
敞
ゆ
か
り
の
墨
蹟
を
入
手
す
る
機
会
を
得
、
こ
れ
を
持
参
し
て

黄
龍
山
に
赴
い
て
前
東
林
寺
住
持
で
あ
っ
た
宗
廓
に
跋
文
を
依
頼
し
た
と
見

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
24
）	『
菩
提
心
論
口
決
』
奥
書
の
こ
の
部
分
は
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
三

月
九
日
に
何
者
か
が
大
原
庵
室
に
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
栄
西
の
簡
略
な

事
跡
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
25
）	『
永
平
広
録
』
の
抜
粋
で
あ
る
『
永
平
元
禅
師
語
録
』（『
道
元
禅
師
語
録
』

と
も
）
の
「
開
闢
次
住
越
州
吉
祥
山
永
平
寺
語
録
」
に
も
、

	

　
　

�

明
庵
千
光
禅
師
前
権
僧
正
法
印
大
和
尚
忌
辰
上
堂
。
挙
、
師
翁
問
二
虚

庵
和
尚
一、
学
人
不
レ
思
レ
善
不
レ
思
レ
悪
時
如
何
。
虚
庵
云
、
本
命
元
辰
。

師
翁
云
、
恁
麼
則
不
下
従
二
今
日
一
去
上
也
。
虚
庵
云
、
若
恁
麼
則
不
レ
妨

二
今
日
去
一
也
。
師
翁
礼
拝
。
虚
庵
云
、
南
面
看
二
北
斗
一。
師
良
久
云
、

祖
師
本
命
元
辰
、
微
笑
破
顔
一
新
。
不
レ
仮
二
黄
花
翠
竹
一、
扶
桑
日
出

逢
レ
春
。

	
と
し
て
栄
西
忌
の
上
堂
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
道
元
が
述
べ
た
六
言
四
句

の
偈
頌
の
箇
所
で
「
桃
華
」
が
「
黄
花
」
に
、「
当
日
」
が
「
日
出
」
に
改



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
三
八

め
ら
れ
て
お
り
、
若
干
な
が
ら
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

（
26
）	

明
州
本
『
建
撕
記
』
に
明
全
か
ら
道
元
に
師
資
相
承
さ
れ
た
記
事
と
し
て
、

	

　
　

�

承
久
三
年
辛
巳
年
九
月
十
三
日
、
建
仁
小
子
明
全
和
尚
ヨ
リ
師
資
ノ
相

伝
ア
リ
。
永
平
二
代
弉
和
尚
ノ
挙
揚
在
リ
ト
、
義
介
和
尚
語
玉
。

	

と
あ
り
、
瑞
長
本
『
建
撕
記
』
に
も
同
様
の
記
事
と
し
て
、

	

　
　

�

承
久
元
年
（
中
略
）
同
三
年
九
月
十
三
日
ニ
、
建
仁
二
代
ヨ
リ
師
資
ノ

相
伝
ア
リ
。
永
平
二
代
弉
和
尚
ノ
挙
揚
ア
リ
タ
ル
ト
、
介
和
尚
ノ
宣
給

也
。

	

と
記
さ
れ
て
お
り
、
承
久
三
年
九
月
一
三
日
に
明
全
が
道
元
に
師
資
の
相
伝

を
な
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
記
事
が
永
平
寺
第
二
代
の
孤

雲
懐
奘
（
一
一
九
八
─
一
二
八
〇
）
や
第
三
代
の
徹
通
義
介
（
一
二
一
九
─

一
三
〇
九
）
の
こ
と
ば
と
し
て
代
々
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

（
27
）	

加
賀
大
乗
寺
所
蔵
『
大
宋
名
藍
図
』
に
は
「
万
年
寺
伽
藍
配
置
図
」
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
栄
西
が
修
復
し
た
と
さ
れ
る
三
門
・
両
廊
・
大
池
に
つ

い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
「
外
山
門
額
」
に
は
「
萬
年
山
〈
台
州
天
台

山
〉」
と
あ
り
、「
中
門
額
」
に
は
「
平
田
〈
台
州
萬
年
〉」
と
あ
り
、「
正
門

額
」
に
は
「
勅
賜
報
恩
光
孝
禅
院
〈
台
州
万
年
〉」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て

い
る
。
栄
西
が
修
復
し
た
万
年
寺
の
伽
藍
は
、
道
元
や
徹
通
義
介
・
無
象
静

照
な
ど
後
に
万
年
寺
を
訪
れ
た
日
本
僧
た
ち
も
目
の
当
た
り
に
仰
ぎ
見
た
こ

と
に
な
ろ
う
。

（
28
）	

明
の
無
尽
伝
燈
が
撰
し
た
『
天
台
山
方
外
志
』
巻
四
「
山
寺
考
第
五
」
に
、

	

　
　

�

万
年
報
恩
寺
。
在
二
県
西
北
六
十
里
十
五
都
一。
唐
太
和
七
年
、
僧
普
岸

建
。
旧
経
云
、
隋
大
業
二
年
建
。
初
晋
興
寧
、
僧
曇
猷
憩
レ
此
四
顧
、

八
峯
回
抱
、
双
澗
合
流
。
八
峯
謂
二
明
月
・
娑
羅
・
香
爐
・
大
舎
・
銅

魚
・
蔵
像
・
煙
霞
・
応
沢
一。
以
為
二
真
福
田
一
也
。
遂
経
始
焉
。
会
昌

中
廃
、
太
中
六
年
、
号
二
鎮
国
平
田
一。
梁
龍
徳
中
、
改
二
福
田
一。
宋
雍

熙
二
年
、
改
二
寿
昌
一。
建
中
靖
国
初
火
、
崇
寧
三
年
重
建
、
号
二
天
寧

万
年
一。
紹
興
九
年
、
改
二
報
恩
広
孝
一、
為
二
光
孝
一。
今
復
為
二
万
年
一。

先
レ
是
、
宋
太
平
天
禧
中
、
累
賜
二
袾
衣
宝
蓋
及
御
袍
曳
履
諸
珍
玩
一
甚

衆
、
故
有
二
親
到
堂
一。
以
三
仁
宗
賜
レ
衣
時
、
如
二
朕
親
到
之
語
一、
故
名

有
二
妙
蓮
閣
・
覧
衆
亭
一。
淳
煕
十
四
年
、
日
本
国
僧
栄
西
、
建
二
山
門

両
廡
一、
仍
開
二
大
池
一。
香
積
有
レ
釜
極
深
広
、
世
伝
二
闍
提
首
那
尊
者
所

一レ
鋳
。
東
南
十
里
有
レ
嶺
曰
二
羅
漢
一、
巨
杉
偃
蹇
、
絜
レ
之
大
百
囲
、
凡

供
二
五
百
大
士
一、
於
レ
是
邀
請
。
寺
後
過
レ
渓
有
二
西
天
大
師
菴
一、
生
身

尚
存
。
万
歴
十
五
年
、
慈
仁
明
粛
皇
太
后
、
頒
賜
二
蔵
経
并
紫
方
袍
一。

僧
明
曌
弟
子
真
秀
、
相
継
主
二
其
事
一、
建
二
尊
経
閣
并
法
堂
禅
室
一。

	

と
あ
り
、『
嘉
定
赤
城
志
』
の
記
事
を
受
け
て
淳
煕
一
四
年
の
日
本
僧
栄
西

の
活
動
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
西
廡
」
で
は
な

く
「
両
廡
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
29
）	

大
慧
派
の
中
巌
円
月
（
中
正
子
、
東
海
一
漚
子
、
一
三
〇
〇
─
一
三
七

五
）
の
詩
文
集
で
あ
る
『
東
海
一
漚
集
』
二
「
記
」（
五
山
文
学
新
集
四
、

三
七
八
頁
）
に
「
建
仁
開
山
千
光
祖
師
丈
払
記
」
が
あ
り
、
天
台
山
万
年
寺

の
維
摩
室
に
お
い
て
懐
敞
が
栄
西
に
授
け
た
相
承
物
に
つ
い
て
、

	

　
　
　
　

建
仁
開
山
千
光
祖
師
丈
払
記
。



明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て
（
中
）（
佐
藤
）

一
三
九

	
　
　

�

正
和
壬
子
、
吾
年
十
三
、
学
二
秘
密
教
於
郷
之
大
蔵
大
慈
寺
一。
時
有
二

宗
憲
副
寺
者
一、
与
レ
吾
語
以
下
諸
宗
皆
有
二
譜
系
一
以
表
上レ

信
。
因
出
二
真

言
宗
血
脈
并
大
乗
菩
薩
戒
血
脈
等
一
見
レ
示
。
所
謂
菩
薩
戒
血
脈
者
、
宋

之
東
林
敞
禅
師
、
在
二
天
台
維
摩
室
一
時
、
付
二
于
吾
日
本
千
光
法
師
一。

亦
有
二
主
丈
・
白
払
附
レ
之
語
一。
題
二
之
血
脈
之
後
一。
当
時
吾
年
少
、
不

レ
識
二
好
悪
一
敢
問
、
所
題
主
丈
・
白
払
等
、
見
今
何
在
。
憲
老
良
久

云
、
如
レ
此
等
物
、
今
不
レ
知
レ
在
二
何
許
一。
老
漢
昔
在
二
八
坂
法
観
寺
一、

見
二
人
語
一
曰
、
此
等
表
信
物
、
在
二
此
交
割
一、
但
未
レ
見
レ
之
耳
。
吾
昨

在
二
法
観
一、
与
二
放
牛
和
尚
一
夜
話
及
レ
此
、
始
信
憲
老
言
不
レ
妄
矣
。

	

　
　
　

文
和
二
年
良
月
十
七
日
、
書
以
遺
二
放
牛
之
徒
光
庸
維
那
一。　

円
月
。

	

と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
五
山
文
学
全
集
』
第
二
巻
の
『
東
海
一
漚
集
』

で
は
巻
三
「
記
」（
九
六
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
円
月
が
「
建
仁
開
山

千
光
祖
師
丈
払
記
」
を
書
し
た
の
は
北
朝
の
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
一
〇

月
（
良
月
）
一
七
日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
栄
西
が
天
台
山
万
年
寺
の
維

摩
室
（
方
丈
）
で
懐
敞
か
ら
付
与
さ
れ
た
相
承
物
に
つ
い
て
記
事
が
存
し
て

い
る
。
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
に
円
月
が
満
十
二
歳
の
と
き
郷
里
の
大
蔵

大
慈
寺
で
密
教
の
研
鑽
に
勤
め
て
い
た
際
、
副
寺
の
宗
憲
と
い
う
者
が
真
言

宗
の
血
脈
と
大
乗
菩
薩
戒
血
脈
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
菩
薩
戒
血
脈
と
は

万
年
寺
の
懐
敞
が
維
摩
室
で
栄
西
（
千
光
法
師
）
に
付
与
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
懐
敞
は
栄
西
に
対
し
て
主
丈
（
拄
杖
）
と
白
払

（
白
毛
の
払
子
）
な
ど
を
授
け
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
主
杖
と
白
払
は
も
と
京

都
八
坂
の
法
観
寺
に
存
し
た
が
、
す
で
に
円
月
の
頃
に
は
校
割
帳
に
載
る
の

み
で
所
在
は
不
明
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
円
月
は
「
建
仁
開
山
千
光
祖
師
丈
払

記
」
を
撰
述
す
る
前
日
に
法
観
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
黄
龍
派
の
放
牛
光
林

（
？
─
一
三
七
三
）
と
こ
の
一
件
に
つ
い
て
談
話
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
建
仁
開
山
千
光
祖
師
丈
払
記
」
は
、
円
月
が
放
牛
光
林
の
徒

弟
で
あ
っ
た
維
那
の
光
庸
に
書
き
残
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。


